
西
肋
一
七
八
四
年

（
天
明
四
年
）
に
、
E

路
都
で
刊
行
さ
れ
た
標
記
の
文

献
は
、
究
政
四
年
(
-
七
九
二
年
）
に
、
第
一
回
述
日
使
節
ラ
ク
ス
マ
ソ

(
A
.
a
a
M
 
K
H
p
H
J
J
J
J
O
B
W
!
 
J
1
a
K
C
M
a
H
)

坐
乗
の
二
橋
船
エ

カ
テ
リ
ナ
号

(
6
p
H
r
a
H
T
H
!
l
a
≪
E
1r
n
T
e
p
1、m
a
〉〉
)
に
よ
っ
て
送
途
さ
れ
た
三
名
の
伊
勢

隙
民
の
一
人
、
姐
山
領
白
子
村
持
船
神
昌
丸
の
船
頭
大
黒
屋
光
太
夫
（
幸

太
夫
）
が
、
ロ

ツ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ
た
文
献
中
の
一
本
で
あ
る
。
周
知
の

と
お
り
、
光
太
夫
を
は
じ
め
、
十
七
名
の
乗
組
員
が
、
天
明
二
年
(
-
七

八
二
年
）
に
駿
河
沖
で
巡
難
し
、
そ
れ
か
ら
十
年
余
の
歳
月
を
経
て
無
事

に
帰
国
し
た
労
は
、

ニ
カ
テ

リ
ナ
号
が
根
室
に
至
加
い
た
際
に
病
没
し
た
小

市
を
除
け
ば
、
わ
ず
か
に
光
太
夫
と
磯
吉
の
二
名
に
と
ど
ま
る
°
鎖
国
時

代
を
語
り
、
ま
た
日
露
交
渉
の
い
に
し
え
を
回
顧
す
る
と
き
、
だ
れ
し
も

ま

じ

め

こ

,＂＞ 

忘
れ
え
な
い
こ
の
流
離
の
旅
路
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
知
れ
ぬ
古
記
録

が
現
存
し
、
こ
れ
に
閲
す
る
研
究
も
少
な
く
な
い
。

昭
和
三
十
二
年
に
、
岡
村
千
曳
先
生
が
神
田
の
某
書
陣
で
見
出
だ
さ

れ
、
本
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
檄
記
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
若
干
考
察
の
余

地
が
あ
る
°
岡
村
先
生
の
談
に
よ
れ
ば
、
本
害
は
光
太
夫
が
持
ち
帰
っ
た

他
の
文
献
と
一
緒
に
、
幕
府
の
天
文
方
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
蕃
害

調
所
に
移
さ
れ
、
降
っ
て
静
岡
学
校
の
蔵
書
と
な
り
、
同
校
の
杉
山
親
氏

（
三
八
）
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う
0

杉
山
氏
は
、
の
ち
に
開
成
学
校
の
教

師
を
勤
め
た
人
で
、
製
応
元
年
(
-
八
六
五
年
）
に
市
川
文
吉
ら
述
枷
伝

習
生
の
送
別
会
に
出
席
し
て
激
励
文
を
送
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
独
語
、
蘭

語
か
ら
の
訳
書
が
あ
り
、
投
詩
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
正
十

三
年
頃
に
同
氏
の
蔵
書
が
売
り
立
て
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
本
忠
が
含
ま
れ

て
い
た
。
こ
の
と
き
に
、
元
香
川
大
学
学
長
で
、
ま
た
早
稲
田
大
学
で
購

師
を
勤
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
故
神
原
甚
造
判
市
が
購
求
さ
れ
た
°
帥
原

高

『露
国
国
民
学
校
用
算
術
入
門
書
』
を
め
ぐ

っ
て

麟
大
黒
屋
光
太
夫
遺
物

野

明
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『
謡
国
国
民
学
校
用
算
術
入
門
芯
』
を
め
ぐ
っ
て

氏
は
、
大
正
十
二
、
三
年
頃
か
ら
尾
佐
竹
猛
牌
士
、
吉
野
作
造
悼
士
ら
と

と
も
に
明
治
文
化
を
研
究
し
、
資
料
を
蒐
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
ふ
た
た

び
本
因
は
古
此
に
渡
っ
た
の
で
あ
っ
た

J

光
太
夫
の
将
米
品
に
つ
い
て
、
新
村
出
閲
士
は
、
『
続
南
蛮
広
記
』
所

収
「
伊
勢
課
民
の
削
珀
」
の
な
か
で
、

光
太
夫
が
叩
路
国
か
ら
持
帰
っ
た
地
図
十
枚
と
器
什
衣
服
類
は
写
さ
れ

て
北
様
間
略
の
別
巻
と
し
て
今
内
閣
に
存
す
る
°
其
他
古
物
若
干
は
官

に
収
め
ら
れ
た
ら
う
と
思
ふ

Q

党
政
五
年
十
月
石
川
村
上
の
両
宜
諭
使

帰
府
の
際
献
じ
た
様
で
あ
る
°
節
術
弧
兄
子
学
芯
な
ど
が
将
来
内
の
中

に
あ
っ
た
°
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
幽
囚
日
記
に
、
天
文
台
の
学
士
足
立
左
内

が
松
前
出
張

rll
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
補
助
に
よ
り
、
咋
口
て
光
太
夫
が
持
帰
っ

0

0

 
0
 
0
 

た
硲
部
刊
行
の
小
学
校
の
教
科
芥
め
い
た
節
術
初
歩
を
訳
し
た
と
出
て

屈
る
は
共
一
で
あ
る
。

と
の
ぺ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
祖
井
裔
孝
氏
は
、
そ
の
校
訂
本
『
北
椀
聞

略
』
解
説
の
項
に
、

こ
れ
ら
の
衣
服
、
器
什
、
ロ
シ
ャ
貨
陪
並
に
地
図
の
類
の
行
方
は
い

か
が
し
た
で
あ
ら
う
か
°
そ
の
あ
る
も
の
は
公
儀
に
召
上
げ
ら
れ
た
°

し
か
し
そ
れ
ら
は
呆
し
て
茄
府
の
秘
血
に
そ
の
ま
4

収
蔵
さ
れ
た
で
あ

ら
う
か
°
幸
に
し
て
そ
れ
ら
が
倒
茄
の
後
明
治
政
府
に
委
譲
さ
れ
た
と

す
れ
ば
帝
i

熙
博
物
館
或
は
そ
の
他
の
向
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
麻
末
の
様
十
を
見
る
と
、
か
う
し
た
品
物
は
閑
係
有
司

の
手
に
渡
つ
て
四
散
し
た
娯
が
な
か
な
か
に
多
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
o

と
感
慨
の
一
端
を
洩
ら
さ
れ
て
い
る
。
組
井
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
光

ー

太
夫
の
持
ち
帰
っ
た
品
物
を
入
手
す
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
き
わ
め
て
困

難
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
椋
記
の
由
緒
あ
る
一
本
は
、
光
太
夫
の
長
期
に

わ
た
る
糀
E
路
の
際
に
、
い
つ

、
ど
こ
で
入
手
し
た
か
と
い
う
問
題
、
本
因

の
随
所
に
見
ら
れ
る
晶
害
の
解
明
、
さ
ら
に
十
八
世
紀
末
の

ロ
ツ
ア
に
お

け
る
学
制
改
革
初
期
の
教
科
害
と
し
て
の
本
古
の
意
義
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ

(
8
a
C
H
J
I
H
i
1
 M
H
x
a
i
1
J
I
O
B
H
'-! 
f
O
J
I
O
B
H
H
H
)

と
足
立
左
内
と
の
交
渉
ー
|'’

こ
う
し
た
諸
問
姪
を
も
併
せ
考
え
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
当
時
の
耶
娯
や
そ

の
影
押
に
つ
い
て
諭
じ
て
み
た
い
と
お
も
う
0

本
平
自
の
型
態
と
内
容
を
め
ぐ
っ
て

順
序
と
し
て
、
ま
ず
本
古
の
大
き
さ
か
ら
の
べ
る
と
、
17
c
m
X
1
0
8

で
、
岩
波
文
即
を
や
や
細
長
く
し
た
ほ
ど
の
小
型
本
°
粗
雑
な
厚
手
の
洋

紙
に
、
両
面
刷
で
一

0
二
頁
（
椋
題
紙

・
目
次

・
折
込
内
容
表
な
ど
を
除

く
）
の
皮
装
本
だ
が
、
保
存
は
き
わ
め
て
悪
い
。
背
皮
は
無
残
に
破
れ
、

表
紙
の
佑
は
表
災
と
も
に
落
ち
く
ぽ
ん
だ
紙
魚
だ
ら
け
の
あ
ば
た
本
で
あ

ダ

イ

コ

ー

る
°
表
紙
皮
装
部
の
左
姻
に

、
小
さ
く
晶
古
の
E
路
字
、
.[laH
K
O
C
大
光
）
、

見
返
し
の
右
側
に
は
、

一
号
活
字
大
の
模
字
で
、

大
日
本
伊
勢
国
白
子
大
黒
屋
光
太
夫

ダ

イ

ー

1

9

ャ

コ

ー

ダ

ユ

と
明
確
に
巫
肉
さ
れ
、
そ
の
左
下
に
も

.
[
l
a
H
K
O
K
Y
H

K
o
,
n
:
a
1
0

と
E
路
字

.
｀
•
ー
ロ

に
よ
る
自
署
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
左
上
に
は
、
同
じ
墨
娯
で

M
芝
IO
'

ス
9
ェ

ヴ

ォ

イ

ガ

ス

ダ

ー

リ

r
、

＝

ム

ウ

C
T
e
s
o
i
 ̀
 
i
 f
o
c
y
.
z
t
a
p
b
 
M
o
e
M
y
 C
わ
が
親
し
き
殿
方
へ
、
の
意
か
°
帝
制

時
代
に
の
み
用
い
ら
れ
た
語
句
°
主
と
し
て
苦
節
用
語
で

、巫只下
、
も
し
く
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ミ

ー

ロ

ス

f
ウ

ア

ム

ウ

は
拝
啓
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
が
、
文
法
的
に
い
え
ば

M
巴
I
O
C
T
H
B
O
M
y

ガ

ス

グ

ー

リ

ュ

マ

エ

ム

ウ

f
o
c
y
.l¥ap10 
M
O
e
M
y

と
な
る
の
が
正
し
い
）
と
書
か
れ
て
い
る
o

（
第
一
図

参
照
）
こ
れ
と
同
じ
語
句
は
、
巻
末
一

0
二
頁
の
右
側
空
白
の
部
分
に
も

三
行
に
わ
た
っ
て
害
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
句
の
下
に
は
、
梱

・

久
・

丞
•

兵
•
明
•

長
・

庄
•

拾
•

百
な
ど
の
模
字
が
横
害
き
さ
れ、

そ

れ
ぞ
れ
の
音
が
函
字
で
附
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
o
(
n
絵
下
図
参
照
）

ま
た
、
表
紙
裏
の
見
返
し
に
も
、

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

ル

オ

ワ

カ

ヨ

ク

V

ソ

ツ

ネ

ナ

ま
で
を
函
字
に
よ
っ
て
認
め
て
あ
る
o

つ
ぎ
に
、
見
返
し
の
遊
び
紙
の
設
面
、
す
な
わ
ち
棟
題
紙
の
左
側
に

g
4
 

0

にヽ
‘‘‘

2
X
ミ
b

aぶ
5

もミ

、J

S
‘
 ,i心芯

f

ぎ
t
"

i`.
ヽ

\~.,, " 
b ··~、ヘ

Yヽ.,'

駅部夫＿ヽ

勺

f

た

ズ

仰

，
立

光

~
/
＇

d置

吹{~:"

r
 ゑ

光
杏
＾

カ

メ

ヤ

ヒ

ヨ

ー

ゾ

T

は
、
露
字
で

K
a
M
e
n
X
i6
3
0
0

と
あ
り
、
そ
の
右
下
に
漢
字
草
書
で
、

勢
州
白
子
若
松

急

屋

兵

蔵

と
認
め
て
あ
る
o

（
口
絵
上
図
参
照
）
こ
れ
ら
の
露
字
な
ら
び
に
漠
字
の
籠
頴

は
す
べ
て
光
太
夫
の
自
鰍
で
、
前
掲
組
井
氏
本
『
北
槌
聞
略
』

中
に
示
さ

れ
て
い
る

、

ア
ッ
ジ
ュ
ニ
八
四
•

日
本
図
裏
の
自
署
と
比
較
す
れ
ば
一
目

瞭
然
で
あ
る
o

（
第
二
図
参
照
）

さ
て
、
棟
題
紙
左
肩
と
巻
末
一

0
二
頁
右
端
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
角
型
の

の
朱
印
が
あ
り
、
九
六
頁
と
裏
表
紙
に
は

一
紳
原
家
図
盟
比

一
の
晶

静

岡

一学

校

印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
以
上
な
が
な
が
と
の
べ
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
し

た
事
実
は
、
本
書
の
出
所
や
由
来
、
こ
と
に
光
太
夫
が
ロ
ジ
ア
に
糀
留
中

の
経
験
を
探
知
す
る
上
に
き
わ
め
て
璽
要
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の

点
に
関
し
て
は
後
章
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
形
態
上
の
紹
介
に
と
ど
め
て

お
き
た
い
。
な
お

、
本
書
の
椋
超
、
P
y
K
O
B
O
,
l
l
C
T
B
O
I{ 

a
p
m
j
J
M
e
T
H
K
e
 

A
』

n

y
r
r
o
T
p
e
6
J
i
e
1
-
m
l
l
 
B
 
1rnpO.llHbI
X
 
Y
'
I
H
J
I
H
U
{
a
x
 

P
o
c
r
n
i
k
K
O
H
 

l
1
M
r
r
e
p
m
1
,
'
H
3,ll8
H
H
O
e
 !10 
B
b
I
C
0
4
a
f
1
 E
 eM
y
 ll
O
B
e
J
i
e
H
H
I
O
 
u,
a
p
c
T
'
 

a
y
1
0
U
{
e
f
1
 v
l
M
r
r
e
p
a
T
p
H
L
¥
b
I
 
EI 
^
 

a
T
e
p
H
H
b
l
 BT
O
p
O
H
.
 L

J
a
C
T
b
 r
r
e
p
a
a
n
・
 

L
l
e
t
t
a
 
6
e
3
 
r
r
e
p
e
r
r
J
i
e
T
a
 

1
5
 
K
o
r
r
.
 

B
 
C
a
1
m
m
e
T
e
p
6
y
p
r
,
 1

7
8
4
 

r
o
n
a
.
 

は
、
『
女
帝
エ
カ
テ
リ
ナ
ニ
世
の
勅
令
に
よ
り
刊
行
せ
ら
れ
た
る

叩
竪
西

mI
帝
国
民
学
校
用
鍔
術
入
門
芯
。
第
一
部
°
装
頼
別
価
格
十
五
カ
ペ

ィ
ク
。
一

七
八
四
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
て
』
と
直
訳
さ
れ
る
。

目
次
の
全
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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『
露
国
国
民
学
校
用
鍔
術
入
門
書
』
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章

第
一
章

序

序
説

計
箆
一
般
に
つ
い
て

数
字
の
記
号
に
つ
い
て

数
字
の
音
読
と
記
述
に
つ
い
て

同
種
類
の
整
数
計
算
に
お
け
る
通
常
の
四
種
の
計
算
に
つ

い
て

1

加
法
に
つ
い
て

2

減
法
に
つ
い
て

3

乗
法
に
つ
い
て

4

除
法
に
つ
い
て

5

検
鍔
に
つ
い
て

名
数
に
つ
い
て

4
 

3
 

2
 

ー 翌
nlfij 

胃

1

序
説

①

貨

幣

②

度

凪

③

衡

2

名
数
の
換
邸
に
つ

い
て

3

名
数
の
変
化
に
つ
い
て

4

名
数
の
加
法
に
つ
い
て

5

名
数
の
減
法
に
つ
い
て

6

名
数
の
乗
法
に
つ
い
て

7

名
数
の
除
法
に
つ

い
て

第
三
章
符
号
と
比
例
に
つ
い
て

1

符
号
に
つ
い
て

比
例
に
つ
い
て

反
比
例
に
つ
い
て

3
 

2
 

四八ー＾ュシッア

署自の哀l圃本日

第二図 日本図炭の光太夫犯駅
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で
、
こ
の
解
説
（
原
也
）
を
訳
す
と
、

こ
の
例
に
お
い
て
、
一
位
の
総
計
は
ご

一五

と
な
る
°
従
っ
て
、
ま

196 
298 
397 
499 
596 
698 
799 
899 
998 
196 
299 
398 
499 
698 
599 
696 

8765 

さ
て
、
右
の
内
容
を
通
覧
す
る
と
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
小
学
校
の
低
学

年
で
習
っ
た
算
術
の
初
歩
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
各

章
の
例
阻
の
傍
に
、
て
い
ね
い
に
小
さ
く
切
っ
た
蒋
手
の
和
紙
が
は
り
つ

け
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
章
加
法
の
項
（
ニ
―
頁
）
に
は
、
「
寄
セ
数

十
六
口
及
通
計
数
」
、
同
漿
法
の
項
（
三
四
頁
）
に
は
、
「
三
五
七
―
―
四
ッ
掛

テ
―
四
二
八
ヲ
得
テ
一
行
―
―
記
ッ
又
ニ
ヲ
掛
テ
一
行
＿
ー
記
シ
又
一
ヲ
掛
テ
一
行

ニ
記
ッ
―
―
―
行
合
ス
Iv

数
即
上
数
相
乗
数
也
」
の
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
書

に
よ
る
和
解
が
美
し
い
楷
書
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
例
題
は
、

357 

Xl24 

1428 

714 

357 

44268 

(A型）

357X4 

357X2 

+357X 1 

44268 

357 

124 

1428 

714 

357 

44268 

ず
五
を
侶
き
、
ご
一
は
つ
ぎ
の
十
位
に
加
え
る
0

こ
の
と
き
、
十
位
の

総
計
は
、
一
五
六
と
な
る
か
ら
、
十
位
の
場
所
に
六
を
似
き
、

一
五
を

―
―
一
番
目
の
百
位
に
加
え
る
と
、
そ
の
総
計
は
八
七
と
な
る
°
従
っ
て
、

八
七
を
そ
の
ま
ま
書
き
並
べ
れ
ば
お
わ
り
で
あ
る
o

と
記
さ
れ
て
い
る
o

（第
三
図
参
照
）

ま
た
、
後
者
の
例
題
は
、

で
あ
る
が
、
こ
の
解
説
は
前
掲
の
和
解
文
と
大
体
等
し
い
の
で
省
略
す

る
。
こ
う
し
た
和
解
は
、
箪
蹟
か
ら
判
断
し
て
も
明
ら
か
に
光
太
夫
の
書

い
た
も
の
で
は
な
く
、
「
ま
え
が
き
」
で
新
村
博
士
の
文
章
を
引
い
て
の

べ
た
と
お
り
、
足
立
左
内
（
信
頭
）
が
松
前
出
張
中
に
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
の

助
力
に
よ
っ
て
訳
し
た
と
き
の
箪
蹟
に
相
違
な
い
と
お
も
う
。
左
内
の
筆

距
は
未
見
に
属
す
る
が
、
天
文
方
に
勤
め
た
科
学
者
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か

な
り
緻
密
な
害
体
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
多
少
余
談
に
わ
た
る
け
れ
ど
も
、
小
倉
金
之
助
博
士
の

『
近
代
日
本
の
数
学
』
所
収
の
「
日
本
数
学
史
上
の
奇
蹟ー
~

柳
河
春
三

の
掛
け
算
」
と
題
す
る
論
孜
を
拝
見
す
る
と
、
非
常
に
お
も
し
ろ
い
こ
と

が
書
い
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
掲
の
例
に
よ
っ
て
示
す
と
、
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『
叩
路
国
国
民
学
校
用
符
術
入
門
害
』
を
め
ぐ
っ
て

な
ど
の
方
法
が
あ
り
、
日
本
で
も
安
政
四
年
(
-
八
五
七
年
）
刊
の
柳
河

春
一
＿
一
著
『
洋
算
用
法
初
篇
』
に
お
け
る
掛
け
符
は
、
B
型
と
D
型
の
み

で
、
普
通
の

A
型
は
全
く
見
ら
れ
な
い
由
で
あ
る
。
小
倉
栂
士
の
説
に
よ

れ
ば
、
A
型
は
単
に
習
飢
上
の
問
幽
で
、

合
理
的
な
の
は
、
B
.
C
.
D

型
で
あ
る
ゆ
え
ん
を
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
小
学
校
教
科
書
で
は
、
C
型
が
A
型
と
併
用
さ
れ
て
い
る
由
で
、

基
本
は
や
は
り
A
型
の
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ニ

カ
テ
リ
ナ
ニ
世
時

代
の
ロ
ジ
ア
の
符
術
は
、
ド
イ
ツ
の

一
公
国
だ
っ
た
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
影

評
を
受
け
て
、
A
型
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、
エ
カ
テ

リ
ナ
時
代
の
学
制
改
革
が
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
、
と
く
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
学
制
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
史
実
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ

357 

Xl24 

372 

620 

868 

44268 

(D型）

357 

Xl24 

357 

714 

1428 

44268 

cc型）

300X124 

50X124 

+ 7X 124-

44268 

357 X 100 

357X20 

+357X4 

44268 

357 

Xl24 

868 

620 

372 

44268 

(B型）

7Xl24 

5X 124 

+3Xl24 

44268 

は
、
私
た
ち
が
小
学
校
で
習
っ
た
方
法
だ
が
、
他
に
、

被 乗各
乗
数数

計

鍔
357 124 回

(x 2) (-+-2) 数

714・ ・・・--62 1 

I -142s 31 2 

がこ 2856 15 3 

嗜 5712 7 4 「ii 11424 3 5 

—:-22848 1 6 

1428 

2856 

5712 

11424 

+22848 

44268 

り
、
し
か
も
光
太
夫
将
来
の
鍔
術
入
門
害
は
、
そ
の
代
表
的
な
一
本
で
あ

る
こ
と
に
お
い
て
も
ま
た
不
朽
の
史
料
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
ロ
ジ
ア
の
鍔
術
は
、
そ
の
後
著
し
い
進
歩
を
示
し
て

い
る
°
私
に
は
、
専
門
的
知
識
が
な
い
の
で
皆
目
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も

中
村
荊
二
博
士
は
、
「
ロ
ジ
ャ
の
低
民
の
掛
け
冥
」
（
朝
比
奈
貞
一
博
士
著

『
和
蘭
の
涙
と
ボ
ロ
ニ
ア
の
徳
利
』
所
収
）
と
題
す
る
随
筆
に
お
い
て
、

ま
こ
と
に
興
味
あ
る
乗
法
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ふ
た
た
び
既

述
の
例
題
に
よ
っ
て
そ
の
方
法
を
試
し
て
み
よ
う
0

い
ま
、
三
五
七
に
―
二
四
を
乗
ず
る
場
合
、
ま
ず
乗
数
―
二
四
を
順
々

に
二
で
除
す
る
。
た
だ
し

、

こ
の
計
算
で
0
•

五
が
出
れ
ば

、

す
べ
て
切

り
捨
て
る
°
切
り
捨
て
る
理
由
は
、
百
姓
に
は
そ
ん
な
半
端
も
の
は
面
倒

だ
か
ら
捨
て
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
と
に
か
く
割
れ
る
だ
け
割
っ
て
一
に

な
れ
ば
や
め
る
。
つ
ぎ
に
別
行
に
お
い
て
、
被
乗
数
一
―
―
五
七
に
順
々
に
二

を
乗
じ
‘

―
二
四
を
二
で
割
っ
て
一
に
至
る
回
数
と
同
じ
回
数
ま
で
続
け

る
。
さ
て
、
両
者
の
列
を
対
応
し
て
並
べ
る
と
、
つ
ぎ
の
計
算
表
が
え
ら

れ
る
。
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[nY几］［的HT.][PYE.][KOn.J[的 HT.][JIOT.][PYE.][Kon.] 
PUD. FUNT. RUB. KOP. FUNT. LOT. RUB. KOP. 

1 - 25 : 41 - 60 = 30 - 24 : 19 - 68 
40 X)100 X)32 

+)25 4100 60 
65 +) 60 90 

X)32 4160 960 
130 X) 24 
195 984 

2080 

280 4160 = 984 
X) 4160 

59040 
984 

3936 
2080)4093440(1968 

208 

2013 
1872 

1414 
1248 

1664 
1664 
'111/III 

さ
ら
に
、
こ
の
表
の
な
か
で
、
乗
数
列
の
な
か
に
あ
る
偶
数
に
対
応
す

る
被
乗
数
列
の
数

（す
な
わ
ち
、
六
二
に
た
い
す
る
七
―
四
）
を
除
外
し

て
、
被
乗
数
列
の
他
の
す
べ
て
の
数
を
加
え
る
と
答
え
が
え
ら
れ
る
。

右
の
方
法
は
、
不
幸
に
し
て
九
九
の
の
み
こ
め
な
い
ロ
ツ
ア
の
此
民
の

た
め
に
考
案
さ
れ
た
計
算
法
ら
し
い
が
、
そ
の
原
理
は
な
か
な
か
高
度
な

も
の
で
、
朝
比
奈
博
士
の
前
掲
因
も
し
く
は
「
自
然
科
学
と
博
物
館
」

（
十
一
巻
八
号
）
所
収
の
中
村
牌
士
の
一
文
を
参
看
さ
れ
る
な
ら
ば
、
代

数
の
二
進
法
に
も
と
づ
く
方
式
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
中
村
博

士
は
、
人
か
ら
聞
い
た
話
で
真
偽
の
ほ
ど
は
知
ら
な
い
が
、
右
の
計

算
方
式
は
、
ど
う
し
て
ロ
ジ
ア
の
股
民
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
す
ぐ
れ

た
学
者
が
考
え
た
結
果
に
相
迩
な
い
と
確
言
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に
、
算
術
入
門
書
の
第
三
章
「
比
例
」
の
項

（
九
六
頁
）

か
ら
、
足
立
左
内
の
和
解
の
な
い
例
題
（
和
解
は
、
第
一
章
ま
で
で

第
二
章
以
下
に
は
附
さ
れ
て
い
な
い
）
を
ひ
と
つ
だ
け
紹
介
し
て
お

こ
う
0

(上
段
数
式
参
照
）

こ
の
例
題
の
解
説
は
い
た
っ
て
簡
単
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第

一
項
の

一
°フ

ー
ド
を
フ
ン
ト
に
換
箕
し
て
、
そ

れ
に
二
五
フ
ン

ト
フ
を
加
え
た
総
計
を
ロ

ー
ト
に
換
箕
す
る
と
、

―1
0
八
〇
ロ

ー
ト
フ
と
な
る
。

同
様
に
、
第
三
項
も
ロ

ー
ト

に
換

鍔
し
、
第
二
項
は
カ
ペ
イ
カ
に
換
鍔
す
る
。
つ
ぎ
に
、
第
二
項
の

換
冥
数
を
第
一
＿
一
項
の
換
罫
数
に
乗
じ
て
、
そ
の
結
果
を
第

一
項
の

換
邸
数
で
除
す
る
な
ら
ば
、
一

九
六
八
カ
°
ヘ

ー
エ
ク
、
す
な
わ

ち
、
一

九
ル
ブ
レ
イ
六
八
カ
。
ヘ

ー
エ
ク
と
な
り
、
比
例
式
が
証
明

さ
れ
る
（
プ

ー
ド

・
フ
ン
ト
・
ロ
ー
ト
は
、
い
ず
れ
も
ロ
シ
ア
の

璽
紐
単
位
で
あ
る
°
ま
た
、
ル
ー
ブ
ル

・
カ
ペ
イ
カ
は
貨
幣
単
位

で
あ
る
°
フ
ン
ト
フ
・
ロ

ー
ト

フ
・
ル
ブ
レ
イ

・
カ
ペ

ー
エ
ク

は
、
文
法

上
の

変
化
、
複
数
生
格
を
示
す
語
尾
変
化
で
、
フ
ー
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『
癖
国
国
民
学
校
用
節
術
入
門
密
』
を
め
ぐ
っ
て

ト

・
ロ
ー
ト

・
ル
ー
ブ
ル

・
カ
ベ
イ
カ
と
同
じ
単
位
で
あ
る
。
閥
類
の

単
位
に

お
け
る
換
窮
上
の
相
関
関
係
は
、
例
題
の
計
算
式
を
見
れ
ば
一

目
瞭
然
で
あ
る
。
な
お
、
重
砧
単
位
の
ロ

ー
ト
は
、
現
在
で
は
用
い
ら

れ
て
い
な
い
）
。

光
太
夫
が
、
か
路
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
糀
留
し
た
期
間
は
約
九
ヵ
月
、
す

な
わ
ち
、

一
七
九
一
年
（
党
政
元
年
）
か
路
涸
二
月
十
九
日
よ
り
十
一
月
二

十
六
日
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
間
の
光
太
夫
の
費
墜
な
体
験
は
、
同
年
五
月

二
十
八
日
、
ツ
ァ

ー
ル
ス
コ
ニ

・
セ
ロ

(
U
a
p
c
1
r
n
e
c
 g

o
l

晶
帝
村
）

に
お
け
る
女
帝
ニ

カ
テ
リ
ナ
ニ
世
と
の
謁
見
を
中
心
と
し
て
華
々
し
く
展

開
さ
れ
る
。
詳
細
は
、
『
北
槌
聞
略
』
『
北
椀
異
聞
』
そ
の
他
の
文
献
、
最

近
で
は
鮎
欅
信
太
郎
拇
士
の

『
瀕
流
』
（
日
本
歴
史
新
芯
）
な
ど
に
ゆ
ず

り
、
こ
こ
で
は
椋
記
の
閲
係
咽
項
の
み
を
追
求
し
て
み
よ
う
0

ま
ず
、
光
太
夫
の
学
校
参
観
に
つ
い
て
、

『
北
杭
聞
略
』
巻
之
七
所
収

「
学
校
」
の
項
（
組
井
氏
本
）
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
（
〔
〕内

ぱ
邪
者
注
）0

学
校
を
ウ
チ
テ
リ
ド
モ
〔
ウ
チ

ー
チ
ェ
リ
ヌ
イ

・
ド
ー
ム
、
y
丑

H
T
e
,
 

君
H
b!
H

.ll.
O
M

ー
学
習
館
の
意
°
廃
語
〕
と
い
ふ
°
ペ

ー
ト

ル
ボ
ル
グ

〔
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ー

コ
e
T
e
p
6
y
p
r
〕
に
四
所
あ
り
0

其
一
は
バ
ン
カ

〔
パ
ン
ク
ー

6
a
H
K

〕
揺
麟
誓
況
門
に
あ
り
、
都
購
〔
校
長
〕
は
イ

ワ
ン
イ
ワ
ノ
ウ
ィ
チ
コ

ー

イ
ワ
ン

・
イ
ワ

ー
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

・
コ
ッ
ホ

Il 
硲
翌
光
太
夫
の
学
校
参
蜆
と
本
害
と
の
閲
係

-

v
f
o
a
H
 v
l
B
a
H
O
B
H'I 
K
o
x
J
、
官
は
ポ

M

コ
ル
ニ
カ
〔
パ
ル
コ

ー
フ

ニ
ク
、
n
O
J
I
K
O
B
H
H
K
ー
帝
制
時
代
の
七
等
官
°
大
佐
相
当
官
で
四
頭

立
馬
車
に
駕
す
る
階
位
〕
な
り
、
屋
は
横
七
十
問
縦
一
―
―
十
間
計
に
て
―
―
―

が

い

い

つ
ま

し

ぎ

り

府
に
建
、
下
恩
は
商
人
に
か
し
侶
、
第
二
陪
を
五
房
に
隔
て
生
徒
を
骰
、

第
三
阿
を
二
つ
に
分
ち
―
分
を
一
―
―
房
に
し
き
り
て
生
徒
を
お
き
、

一
分

は
コ

ー
ハ
住
居
な
り
0

コ
ー
ハ
ほ
ネ
メ
ッ
〔
ド
イ
ツ
人
ー

H
e
M
e
u
〕

人
に
て
文
学
鍔
数
及
び
諸
国
の
言
語
文
字
に
通
し
も
っ
と
も
博
治
の
学

士
な
り
°
此
外
二
処
は
都
諧
ス
テ
ッ
パ
ノ
ボ

リ
シ
ョ
レ
ヴ
ィ
チ
ス
ツ
ル

ゴ
ヲ
シ
コ

ー
フ
〔
ス
チ
ェ
パ
ン

・
ボ
リ
シ
ョ

レ
ヴ
ィ
ッ
チ

・
ス
ト
ゥ

ル

ゴ
フ
シ
チ
コ
フ

ー

(
C
T
e
n
a
H
6
o
J
i
b
日
o
p
e
B
H
'
I
C
T
p
y
r
o
B
l
l
.
¥
H
K
O
B
〕
ヽ

官
は
ボ

M

コ
ル
ニ
カ

〔
前
出
〕
な
り
°
此
一
＿
一
所
は
皆
平
人
を
教
育
す
る

こ

所
に
て
、
典
工
商
買
の
琥
み
な
此
学
に
入
な
り
°
官
人
〔
京
人
〕
を
教

育
す
る
都
購
は
、
ガ
ラ
フ
ヒ
ョ
ー
ド
ロ
ア
ス
タ
ヘ
ウ
ィ
チ
ア
ン
ガ

リ
タ

〔
フ
ョ
ー
ド
ル

・
グ
ス
タ

ー
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ッ
チ

・
ア
ン
ハ
ル

ト
伯
爵
ー
、

f
p
a
cjl 
<P
e
o
)l
p
 f
y
C
T
a
B
O
B
H
'
I
 A
tt
r
a
J
i
b
T
〕
、
官
は
ヱ
ネ
ラ
ル
ボ
ロ
ッ

チ
ク
〔
ゲ
ネ
ラ
ル
110
ハ
ル

ー
チ
ク
、

rett
e
p
a
JI
-
n
o
p
y
'
l
a
K
ー
l

帝
制
時

代
の
三
等
官
0

中
将
相
当
官
で
六
頭
立
馬
車
に
閥
す
る
階
位
〕
に
て
第

三
等
の
高
官
な
り
°
学
校
は
此
方
の
一
丁
に
一

丁
半
計
り
の
梱
に
て
も

っ
と
も
壮
閲
な
り
°
す
べ
て
の
学
校
の
う
ち
飲
食
調
度
ま
で
も
常
の
居

所
よ
り
も
勝
り
、
よ
ろ
づ
に
事
の
か
け
ざ
る
様
に
設
け
、
洗
面
浄
手
の

か
ま

湯
な
ど
は
大
錮
に
て
た
へ
ず
焚
お
き
、

か
ま
の
腹
に
の
み
口
を
仕
か

け
、
栓
を
ぬ
き
限
に
う
け
て
用
る
な
り
°
臥
床
は
両
側
に
一
連
に
排
ヘ

て
甚
見
事
な
り
と
ぞ
°
ま
た
内
に
仮
山
泉
水
を
造
る
°
是
は
幼
稚
の
生
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徒
等
遊
息
の
た
め
に
設
た
る
な
り
0

幼
稚
の
者
を
ば
老
女
を
お
き
て
撫

育
せ
し
め
、
日
栢
に
刻
限
あ
り
て
銃
を
な
ら
せ
ば
も
っ
と
も
幼
少
な
る

も
の
を
先
に
し
て
十
人
た
切
に
老
女
一
人
つ
つ
附
添
、
五
十
人
を
一
隊
に

し
て
半
時
宛
遊
す
る
な
り
°
又
寺
一
座
あ
り
、
是
は
七
日
毎
の
祭
日
に

生
徒
を
外
に
出
さ
ず
、
此
寺
に
行
て
仏
を
拝
礼
せ
し
む
°
此
学
校
は
ヱ

ネ
ラ
ル
〔
ゲ
ネ
ラ
ル
、

r
e
tt
e
p
aJI
ー
将
官
〕
よ
り
ク
ラ
ボ
ッ
シ
キ
〔
。
フ

ラ
ー
ポ
ル
シ
チ
ク
、
r
r
p
a
rr
o
p
l
l
.
¥
H
K
ー
帝
制
時
代
の
十
四
等
官
°
少
尉

補
相
当
官
で
二
頭
立
馬
車
に
閤
す
る
階
位
〕
ま
で
の
官
人
の
子
弟
を
教

育
す
る
学
校
な
り
°
此
外
に
ワ
シ
レ
イ
ヲ
ス
ト
ロ
ワ
〔
ワ
シ
リ
エ
フ
ス

キ
ー
・

オ
ー
ス

ト

ロ
フ

、
B
a
C
H
J
i
b
e
B
C
J
{
H
j:'J
O
C
T
p
O
B
ー
。
ヘ
テ
ル
ブ
ル

グ
の
ネ
ヴ
ァ
河
北
部
の
区
域
〕
に
セ
リ
ザ
ン

ト

〔
セ
ル
ジ
ャ
ン
ト
、

c
e
p
lK
3
H
T
ー
軍
曹
〕
、
ウ
イ
ン
ゼ
ノ
ア
キ
リ
チ
ェ
リ
〔
ウ
ン
テ
ル
11

ア

フ
ィ
ツ
ェ

ー
ル
、
y
H
T
e
p
,
 
OcjJ
Hl..(
e
p
-

下
士
官
〕
、
力
。
フ
ラ
ン
〔
ヵ
°
フ

ラ
ー
ル
、
1rnrrpaJI
ー
伍
長
〕
、
ソ

ー
ダ
テ
〔
サ
ル
ダ

ー
ト
、

C
O
JI)l
a
T

ー
兵
卒
〕
、

カ
ザ
カ
〔
コ
サ
ッ
ク
ー
K
a
a
a
K
〕
等
の
学
校
あ
る
よ
し
な

れ
ど
も
光
太
夫
ゆ
き
て
も
11と
ざ
り
し
故
如
何
様
成
光
尿
と
も
知
ざ
る
よ

し
、
総
じ
て
学
校
に
入
も
の
は
五
年
の
間
は
衣
伐
と
も
に
官
よ
り
給
は

る
也
°
学
校
の
内
に
は
術
文
学
の
み
な
ら
ず
百
芸
の
師
範
を
備
へ
お

っ，．
J
¥り

き
、
生
徒
の
好
む
処
に
随
て
学
ば
し
む
°
月
々
の
尽
日
毎
に
考
試
あ

り
、
是
は
共
学
校
の
教
師
の
前
に
て
試
る
な
り
0

年
々
十
一
月
の
末
に

諸
学
士
会
合
し
て
朽
よ
し
、
学
芸
工
芸
と
も
に
業
の
進
た
る
者
を
ば
席

を
進
め
、＇
官
版
の
芯
一
部
を
給
は
る
，
進
ま
ざ
る
者
を
ば
席
を
退
け
、

甚
し
き
怠
投
の
者
に
は
惰
杖
あ
り
0

ま
た
業
の
成
た
る
者
に
は
そ
れ
ぞ

れ
に
官
職
を
授
け
ら
る
°

此
学
校
の
投
用
も
っ

と
も
幣
し
き
事
な
り
と

か
た
い
な
か

ぞ
°
右
之
外
諸
方
の
窮
郷
小
部
落
と

い

へ
と
も
お
の
／
＼＼
学
校
を
設

け
、
習
業
怠
る
甜
な
し
と
い
ふ
°

つ
ぎ
に

、
右
の
光
太
夫
の
報
告
を
補
足
し
て
、
当
時
の
学
制
改
革
期
の

実
状
、
な
ら
び
に
光
太
夫
と
鍔
術
入
門
害
と
の
有
機
的
関
連
を
推
察
し
て

み
よ
う
。
主
た
る
参
考
文
献
は
、

エ
ヌ
・

ア

・
コ
ン
ス
タ
ソ
チ
ノ
フ

(
H
.

A• 

K
O
H
C
T
3
H
T
H
H
0
B
)
と
、
ヴ
ェ

・
ヤ

・
ス
ト
ゥ
ル

ミ
ソ
ス
キ

ー
(
8
.
51
.
 

C
T
p
y
M
H
H
C
K
H
h
)
両
教
授
の
『

ロ
ツ
ァ
初
等
教
育
史
概
説
』
(
Q
q
e
p
1
r
n
rro 

H
C
T
O
p
H
H
 
H
3
l
!
3
J
l
b
H
O
f
 0
 
o
6
p
a
3
0
B
a
H
H
5
I
 
B
 
P
o
c
o
m
.
 

2
.
 H

3
.lJ:. 

M
o
c
1r
n
a
,
 1

9
5
3
)
お
よ
び

、
ソ
ビ

エ
ト
科
学
ア

カ
デ

ミ
1
歴
史
研
究
所
刊

『
ど

―
ソ
グ
ラ
ー
ド

史
概
説
•

第
一
巻
』
(A
H
C
C
C
P
.
 !1
H
C
T
H
T
Y
T
 
H
C
 ,
 

T
O
p
H
H
:
 o
,
1
e
p
1
r
n
 
ITO 
H
C
T
O
p
m
1
 J

i
e
m
m
r
p
a
.
a
a
.
 T

O
M
 1
,
 I

T
e
p
H
O
.
l
l
 

痣
e
o
.
a
a
J
I
H
3
M
a

1
7
0
3ー

1
8
6
1
r
r
.
 M

o
c
1r
n
a
 H
 J
i
e
H
H
I
-
i
r
p
a
.
a
,
 1

9
5
5
)

で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
ニ

カ
テ

リ
ナ
時
代
の
学
校
教
育
の
沿
革
に
関

す
る
か
ぎ
り
で
は

、
ク
リ

ュ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
教
授
（
B
a
C
H
J
I
H
H
O
c
H
IT
O
B
H
l
!
 

k
』

IOl!
e
B
C
K
H
fI)
や
、
ニ
ー
ル
大
学
の
ヴ
ェ
ル

ナ
ド
ス

キ
ー
教
授
(
G
e
o
r
g
e

V
 er
n
a
d
S
K
Y
)

の
代
表
的
な

ロ
ツ

ア
史
関
係
害
よ
り
も
は
る
か
に
詳
細
で

あ
り
、
ま
た
広
範
な
視
野
を
も
っ
て

い
る
。

さ
て
、
初
期
の
モ
ス
ク
ワ
国
家
に
お
け
る
宗
教
的
な
教
育
を
、
西
欧
風

に
改
革
し
よ
う
と
放
極
的
に
の
り
出
し
た
の
は
、
英
主
。
ヒ
ョ

ー
ト
ル
大
帝

（
コ
e
T
p
I
)

で
あ
っ
た
。
一
七

O
一
年
（
元
禄
十
四
年
）
に
数
学
航
海
学

校
が
創
設
さ
れ
、

一
七
―
四
年
（
正
徳
四
年
）
に
は
費
族
子
弟
の
義
務
教

育
令
が
発
布
さ
れ
た
。
さ
ら
に
若
千

の
技
術
学
校
が
相
つ

い
で
建
て
ら
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『
謡
国
国
民
学
校
用
鍔
術
入
門
害
』
を
め
ぐ
っ
て

れ
、
一
七
三
二
年
（
幸
保
十
七
年
）
、
ア
ソ
ナ

・
イ
ワ
ノ
ヴ
ナ
女
帝
(
A
1-m
a

l•1
B
a
1
1
0
B
H
a

)
の
治
世
(
-
七
一―1
0
-
一
七
四
O
)
~

、

ペ
テ
ル
プ
ル
グ
の

ワ
ツ
リ
エ
フ
ス
キ
ー

・
オ
ー
ス
ト
ロ
フ
に
あ
る
メ
ソ
ッ
コ
フ
侯

(
K
H
5
1
3
b

A
臼

eKca11.11p

n
.
 
M
e
n
 E
 HK
O
B
)
旧
邸
に
陸
軍
士
官
学
校
（
幼
年
学
校
を

含
む
）
が
開
か
れ
た
。
生
徒
は
沢
朕
の
子
弟
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ

で
は
専
門
的
な
軍
事
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
教
投
科
目
に
も
力
が
注

が
れ
て
い
た
点
で
、
。
ヒ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
時
代
の
軍
人
設
成
主
義
の
諸
学
校

と
は
か
な
り
趣
を
保
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
数
学

・
砲
術

・
築
城

・

フ
ェ
ソ
ジ

ソ
グ

・
乗
馬
な
ど
の
ほ
か
に

、
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ソ
ス
語
な
ど

の
外
国
語
・

歴
史
・

地
理
・

法
律
・

舞
踊

•

音
楽
な
ど
を
生
徒
の
個
性
に

応
じ
て
習
得
さ
せ
、
必
修
の
教
投
科
日
は
神
学
と
鍔
術
で
あ
っ
た
。
劇
作

家
の
ス
マ
ロ
ー
コ
フ

(
A
芸e
K
C
a
H
.11p

コe
T
p
o
s
w
1
C
y
M
a
p
o
1r
n
s
)

や
、

詩
人
ヘ
ラ
ス
コ

ー
フ

(
M
H
x
a
H
J
I
M
a
T
B
e
e
B
H
'
I
 
X
e
p
a
c
K
O
B
)

な
ど
を

コ

ル

ブ

ス

競
出
し
た
こ
の
士
官
学
校
を
、
人
び
と
は
「
騎
士
の
ア
カ
デ
ミ

ー
」
(
p
b
l
'

l.(apc
K
a
H
 

a1<a.11eMHH)
と
呼
び
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
0

こ
う
し
た
傾
向
は
し
だ
い
に
強
調
さ
れ
て
、
十
八
匪
紀
末
の
ニ
カ
テ
リ

ナ
ニ
世
の
治
世
に
は
、
ロ
ツ
ア
に
お
け
る
国
民
教
育
が
甚
礎
づ
け
ら
れ
る

に
い
た
っ
た
°
士
官
学
校
に
お
け
る
軍
事
教
育
も
、
下
級
ク
ラ
ス
で
は
す

で
に
一
般
教
．，
将
が
主
体
と
な
り
、
上
級
ク
ラ
ス
で
も
専
門
的
な
軍
事
科
目

と
並
行
し
て

、
「
市
民
と
し
て
の
教
壺
」
が
祖
視
さ
れ
、
「
健
康
な
人
間
を

森
成
し
、
箭
保
と
知
性
を
練
磨
し
、
立
派
な
市
民
と
な
る
こ
と
」
を
主
眼

と
し
て
い
た
。
エ
カ
テ
リ
ナ
朝
の
文
人
グ
リ
ム

(
F
r
i
e
d
r
i
c
h
M
e
l
c
h
i
o
r
 

G
r
i
m
m
)
は
、
女
帝
に
ド

イ
ツ
の
学
制
を
す
す
め
、
ま
た
、
学
士
院
会
員

ニ
ピ
ヌ
ス

(ep
a
m.{
 Y
 Jib
p
H
x
 
T
e
o
.
a
o
p
 

9
n
H
H
y
c
)
 
:t!
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
学
制
を
す
す
め
た
°
啓
蒙
君
主
と
し
て
広
く
文
学

・
美
術

・
学

術

・
教
育
の
各
分
野
に
お
け
る
社
会
教
化
に
専
念
し
た
女
帝
は
、
つ
と
に

ヴ
ォ
ル
テ

ー
ル

(
F
r
a
r
n;:ois
M
a
r
ie
 A
r
o
u
e
t
 d
e
 
V
o
l
t
a
i
r
e
)

や
、
デ

ィ
ド
ロ

ー

(
D
e
n
i
s

D
i
d
e
r
o
t
)

な
ど
の
啓
蒙
思
想
家
と
文
通
し
、
ペ
テ

ル
プ
ル
グ
や
モ
ス
ク
ワ
の
社
交
界
に
は
フ
ラ
ソ
ス
の
サ
ロ
ン
が
移
入
さ

れ
、
費
族
階
級
の
間
で
は
フ
ラ
ソ
ス
語
が
語
ら
れ
、
フ
ラ
ソ
ス
害
が
流
行

し
て
、
ロ

ツ
ア
史
上
空
前
の
華
や
か
な
宮
廷

・
費
族
時
代
が
出
現
し
た
の

で
あ
っ
た
。
外
来
文
化
に
た
い
す
る
強
烈
な
ニ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
は
、
西
欧
費

族
社
会
へ
の
自
由
主
義
的
崇
拝
と
な
っ
て
発
散
し
、

一
方
で
は
ま
た
、
東

方
の
未
知
な
る
国
々
へ
の
探
求
心
を
刺
激
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
E
路

都
に
お
け
る
日
本
の
採
民
光
太
夫
一
行
に
た
い
す
る
エ
カ
テ
リ
ナ
女
帝
以

下
、
政
府
証
官
、
学
者
、
教
育
家
連
中
の
異
常
な
執
心
が
、

『
北
椀
聞
略
』

の
随
所
に
散
見
さ
れ
る
の
も
決
し
て
ゆ
え
な
き
こ
と
で
は
な
い
°
鎖
国
時

代
に
海
外
へ
部
流
し
た
日
本
人
は
多
い
が
、
光
太
夫
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た

待
遇
を
受
け
、
い
わ
ば
国
探
な
み
に
扱
わ
れ
た
隙
民
の
例
は
、
西
乖
末
に
ア

メ
リ
カ
ヘ
郡
流
し
た
彦
蔵
（
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
）
を
除
け
ば
、
わ
が
国
史

上
、
他
に
見
出
だ
し
難
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
、

光
太
夫
自
身
、
人
格
、
識
見
と
も
に
具
備
し
た
知
識
人
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
、
さ
ら
に
は
当
代
の
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
が
、
東
方
の
珍
奇
な
客
人
を
遇

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
自
由
な
雰
囲
気
に
み
ち
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
光
太
夫
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
ロ
ジ
ア
の
国
情
は
、

封
建
日
本
の
先
箕
者
た
ち
に
と
っ
て
稀
有
の
刺
激
に
な
っ
た
ば
か
り
で
は
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な
く
、
そ
の
結
果
ま
と
め
ら
れ
た
『
北
椀
聞
略
』
そ
の
他
の
文
献
は
、
今

日
に
お
い
て
も

ロ
ジ
ア
史
研
究
上
の
参
考
資
料
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
o

諭
を
も
ど
し
て
、

一
七
八

0
年
（
安
永
九
年
）
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

皇
帝
ジ
ョ
セ
フ
ニ
世

(
J
o
s
e
p
h

II
)
と
モ
ギ
リ

ョ
フ

(
M
o
g
i
l
e
v
ー

小

ロ

シ
ア
の
都
市
）
で
会
見
し
た
ニ
カ
テ
リ
ナ
女
帝
は
、
そ
の
際
に

ハ
ソ
ガ
リ

ア
の
学
制
改
革
を
遂
行
し
た
有
名
な
教
育
改
革
者
、
ヤ
ン
コ

ヴ
ィ
ッ

チ
・

デ

・
ミ
リ

エ
ヴ
ォ

(
T
h
e
o
d
o
r
J
a
n
ki
e
w
i
t
c
h
 
d
e
 M
i
r
i
e
w
o
)

を
引
見

ォ

し

た
o

（
第
四
図
参
照
）

ヴェ

ヤ

ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は

｀
ふ
t̀
r

リ

憂

99
多

{

、
[
•

セ
ル
ビ
ア
人
で
ギ
リ

誓詈
ぃ
讐

ツ
ァ
正
教
徒
で
あ

デッ

り

、

ロ
ジ
ア
語
も
自

{
＼
〗
‘

9
(
i
"
'
｛
ー
、
[
[
チ

ィ

畜

ヴ
由
に
話
せ
た
の
で
、

ぷ
f

コ

4

、

ソ

ニ

カ

テ

リ
ナ
女
帝
は

ャ

磁

即
座
に
彼
を
ロ
ジ
ア

．
〗
苓"

r

心
｛
図

閾

t

"

／
 

9

そ

玉急

蔓．

喜

四

に

招

聘

す

る

こ

と

に

ャ
う

缶
”

し
た
。
ャ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
ロ
ジ
ア
到
箔
後
、
一
七
八
二
年
（
天
明
二
年
）

九
月
七
日
に

、

「
初
等
教
育
施
設
委
員
会
」
を
設
個
す
る
勅
令
が
公
布
さ

れ
、
委
員
長
に
は
元
老
院
の
ザ
ヴ
ァ
ド
フ
ス
キ

ー
（
コ
e
T
p
B
a
C
H
J
J
b
e
B
w
I
 

3
a
B
a
,
l
l
0
B
C
K
H
H
)
、
委
員
と
し
て
学
士
院
会
員
の
工
。
ヒ
ヌ
ス
と
秘
害
官
。
(

ス
ト
ゥ
ー
ホ
フ

(n

H
•コ
a
C
T
y
x
o
B
)

が
任
命
さ
れ
た
。
ャ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ

―

チ
は
、

ニ
カ
テ
リ

T
女
帝
の
治
世
に
は
委
員
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
顧
問

一

と
し
て
参
与
し
た
。
ャ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
初
等
教
育
制
度
を
確
立
す
る

た
め
に
、
同
年
九
月
二
十
七
日
に

「ロ

ジ
ア
帝
国
内
に
お
け
る
国
民
学
校

設
置
案
」
を
上
申
し
た
が
、
さ
ら
に
具
体
的
な
方
針
を
樹
立
す
べ
く
、
ロ

ジ
ア
の
教
育
上
の
伝
統
に
明
る
＜
、

ま
た
新
た
な
教
科
書
や
教
授
資
料
の

編
暴
に
適
し
た
協
力
者
を
必
要
と
し
た
。
ャ

ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
オ
ー
ス

ト
リ

ア
新
学
制
派
に
属
す
る
ス
ラ
ヴ
系
の
す
ぐ
れ
た
教
育
家
ヤ

ン
・
ア
モ

ス
・
コ

メ
ソ
ス
キ

ー
(
5
I
H
A
M
o
c
 K
o
M
e
H
c
K
1
1
1
1
)
の
基
本
的
見
解
に
賛
同

し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
実
務
上
の
協
力
者
と
し
て
多
く
の
有
能
な
人
び
と

を
集
め
た
。
こ
の
間
の
詳
細
な
事
情
は

、従
来
の

ロ
ジ
ア
の
教
育
史
文
献
に

は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ヤ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ

チ
の

補
佐
役
と
し
て

、

コ
ヴ
ァ

レ
フ
ス
キ

ー

(
K
0
B
a
J1eB
cK1111
ー

ロ
シ
ア
最

初
の
教
授
法
入
門
古
を
編
媒
）
、

学
士
院
附
属
中
学
校
教
師
ス
ヴ
ェ

ト
ロ

フ

(
C
a
e
T
J
I
O
B
ー
ロ
シ
ア
語
変
化
全
表
を
編
額
）
、
国
民
学
校
視
学
ス
ト

ウ
ル
ゴ
フ
ッ
チ
コ
フ

(
C
T
p
y
r
o
a
E
 HK
O
B
 |
l

『
北
様
聞
略
』
に

、
「
都
諧

ス
テ
ッ
パ
ノ
ボ
リ
シ
ョ
レ
ヴ
ィ
チ
ス
ツ
ル
ゴ
ヲ
シ
コ

ー
フ
、
官
は
ポ

P

コ

ル
ニ
カ
な
り
」
と
見
え
る
）
、

ペ
テ
ル
プ
ル
グ
国
民
学
校
校
長
コ
ゾ
ダ
ヴ

レ
フ

(
K
o
3o,n:
a
B
Ji
e
s
)
、
教
師
ス
イ
レ
イ
ツ
チ
コ
フ

(
C
b
1
p
e
fm
.
¥
H
K
O
B
)

な
ど
が
直
接
に
参
与
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
補
佐

役
連
は
、
ヤ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
開
諧
し
た
教
員
セ
ミ
ナ

リ
イ
で
新
教
育
の

方
法
論
を
検
討
し
た
。
ャ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
学
士
院
に
お
け
る

ロ
モ
ノ

ー
ソ
フ

(
M
1
1
x
a
き

l

B
a
C
H
Jibe
B
!l'-1 
J
1
0
M
0
H
0
C
0
B
)

の
ロ
ツ
ア
声
g

お
よ

び
歴
史
に
関
す
る
業
絞
を
重
視
し
、
ま
た
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
指
函
的
役
割

に
齊
目
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
大
学
に
は
、
ロ
モ
ノ
ー
ソ
フ
の
弟
子
だ
っ
た
多

く
の
教
授
ー
文
学

・
哲
学
の
ボ
ボ
フ
ス
キ

ー

(
H
H
K
O
Ji
afr
H
m
r
n
r
n
s
w
1
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『

5

路
国
国
民
学
校
用
鍔
術
入
門
忠
』
を
め
ぐ
っ
て

I
T
o
r
r
o
s
c
K
1
 ̀Iti)
、

も
っ
と
も
主
要
な
教
科
古
を
網
鉦
し
た
バ
ル
ソ
フ

(
6
a
p
c
o
s
)
、
デ
モ
ク
ラ
ツ
ー
を
擁
護
す
る
デ
ス
ニ

ー
ツ
キ

ー

(
C
e
M
e
H

E
吾
I
M
O
B
H
'
I

1
1
.
e
C
H
H
I
.
(
K
H
H
)

お
よ
び
ア
ニ

ー

チ
コ
フ

(
J
l
:
M
H
T
p
H
H

C
e
p
r
e
e
s
w
1
 A
H
H
'
I
K
O
B
)
、
コ
ロ
ヴ
ィ
ソ

(
M
.E• 

K
o
p
o
s
H
H
)
、
ベ
エ

ル
(
A
.
A
.
 f
o
p
)
、
ジ
『
一
ト
リ
ッ
テ
ル
（
H
.
r
.
 巳
T
Y
P
H
T
e
p
)

そ
の
他

の
権
威
が
指
涵
的
地
位
を
占
め
て
い
た
。
従
っ
て
、
ヤ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の

学
制
改
革
の
活
動
が
、
学
士
院
と
モ
ス
ク
ワ
大
学
と
を
重
要
な
基
盤
と
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
原
案
で
は
、
国
民
学
校
は
つ
ぎ
の
三
種
類
の
学
習

課
程
を
、
相
互
の
密
接
な
関
連
の
も
と
に
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て

‘
•JO 

し

f
一
、
小
学
校

(
M
a
.
n
b
1
e
Y
'
I
I
r
n
m
1
1
,
a
)

ー
ニ
学
級
制

二
、
中
学
校

(
c
pe,ll,1rne
y
q
1
r
n
1
1
l
l
¥
a
)
 
-
三
学
級
制

――-
、

本

校

(
r』
.a
B
H
b
i
e
y
q
芝
I
H
l
l
¥
a
)

ー
四
学
級
制

右
の
区
分
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
本
校
と
順
次
に
進
学
す
る
の
で
は

な
く
、
並
列
に
監
い
た
区
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
学
校
の
第
一
学
年
級

は
同
水
準
で
、
小
学
校
は
二
年
教
育
、
中
学
校
は
三
年
教
育
、
本
校
は
四

年
教
育
と
、
教
育
期
間
に
相
迩
が
あ
る
わ
け
で
、
学
習
水
準
は
、
小
学
校

の
二
年
級
は
中
学
校
の
二
年
級
に
、
中
学
校
の
三
年
級
は
本
校
の
三
年
級

に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
小
学
校
と
本
校
だ
け
が
ま
ず
ペ
テ

ル
プ
ル
グ
管
内
で
実
施
さ
れ
、
三
年
制
の
中
学
校
は
設
箇
さ
れ
な
か
っ

た
。
一
七
八
三
年
（
天
明
一
＿
一
年
）
に
、
ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
国
民
学
校
本

校

(
f
J
J
a
B
H
b
i
t
i
 
H
a
p
O
J
]
J
i
b
l
l
1
 
ytJHJJHll¥)

の
校
長
に
就
任
し
た
。
一
七

八
五
年
（
天
明
五
年
）
に
は
、
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
の
学
童
数
は
一
―
九
二
名

に
達
し
、
翌
一
七
八
六
年
（
天
明
六
年
）
に
は
、
エ
カ
テ
リ
ナ
女
帝
の
勅

令
に
よ
っ
て
、
二
五
の
諸
県
に
国
民
学
校
本
校
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
四
年
制
の
本
校
で
は
、
各
学
年
に
お
い
て
つ
ぎ
の
課
目
を
修
得
す
る
こ

と
が
制
定
さ
れ
て
い
た
。

第
一
学
年
級
ー
母
国
語
（
ロ
シ
ア
語
）

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

•

読

解
•
作
文
・

簡
略
聖
密
問
答

・
教
会
史

第
二
学
年
級
ー
キ
リ
ス
ト
教
典
と
使
徒
行
伝
・
詳
細
聖
忠
問
答
．

市
民
道
徳
書
・
算
術
第
一
部
・
ロ
ジ
ア
語
文
法
規

則
•
作
文
・
習
字
・
図
画

第
一
―
―
学
年
級
ー
聖
舌
研
究•
高
等
聖
害
問
答
•
算
術
第
二
部
・
一

般
歴
史
第
一
部

・
一
般
歴
史
序
説
・
ロ
ジ
ア
地
誌
・

ロ
ジ
ア
語
文
法
演
習
・
図
画

第
四
学
年
級
ー
ロ
ジ
ア
語
文
法
演
習
•
実
用
文
演
習
・
ロ
ジ
ア
史
・

ロ
ジ
ア
地
理
・
数
学
·
幾
何
学
初
歩
•
工
学
・
物

理
学
・
博
物
学
・
建
築
（
製
図
）

以
上
が
国
民
学
校
本
校
の
教
育
課
目
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
本
校
だ

け
で
は
不
足
な
原
と
諸
郡
に
は
、
二
年
制
の
小
学
校
が
設
"ILL
さ
れ
た
。
小

学
校
で
は
、
本
校
の
第
二
学
年
級
ま
で
の
課
程
の
ほ
か
に
、
ラ
テ
ン
語
そ

の
他
の
外
国
語
が
加
え
ら
れ
、
算
術
は
第
一
部
と
第
二
部
の
課
捏
を
す
べ

て
習
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
フ
ラ
ソ
ス
語
は
、
ニ
カ
テ
リ
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ナ
女
帝
の
意
向
に
よ
り
、
フ
ラ

ソ
ス
革
命
に
よ
る
自
由
思
想
を
扇
動
す
る

危
険
な
言
葉
と
し
て
外
国
語
か
ら
除
外
さ
れ
、
代
わ
り
に
合
法
的
な
言

語
、
す
な
わ
ち
ッ
ペ
リ
ア
で
は
中
国
語
、
南
ロ
ツ
ア
で
は
ギ
リ
ツ
ァ
語
が

加
え
ら
れ
た
°
令
般
的
に
は
、
ロ
ツ
ア
語

・
ク
ク

ー
ル
語

・
ラ
テ
ソ
語
・

古
代
ギ
リ
ツ
ァ
語
な
ど
の
諸
言
語
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
か
ら
教
授
さ
れ

た
。
こ
の
傾
向
は
、
小
学

校
だ
け
で
な
く
、
国
民
学

1
.

！

／

k
翌
鵡
零
塁
土

祓し、そ
裟、＇辛．

)

．

校

本

校

に

お

い

て

も

同

様

・
'
[
翌
．

^

．¥
9

"

＇
紐
で
あ
っ
た

。
こ
れ
ら
の
国

、*
W

*
＊

、

砂

民

学

校

で

は

、
学
童
は
毎

;
r冷，

I'
ゃ

L

'

汀

朝

登

校
前
に
顔
と
手
を
洗

”
ぷ
｝
ー
し

t

ロ

い

、
調
提
し
、
必
要
な
ら

ど

｀

一

紀

・・全

世

9̀

18

ば
爪
を
切
る
よ
う
に
躾
け

心し・ぶ
t

4

ふ
℃
球
，

図
ら
れ
て
い
た
。
朝
の
礼
拝

ー

第

を

行

な

い

、
教
科
害
、
ノ

、
ペ
ノ
、
箔
害
用
黒

—_ 
板
を
手
に
し
て
定
刻
ま
で

に
登
校
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
°
授
業
は
、
冬
季
は
午
前
八
時
か
ら
十
一
時
、
午
後
＝
一
時
か
ら

四
時
ま
で
の
五
時
間
制
、
夏
季
は
午
前
七
時
か
ら
十
時
、
午
後
二
時
か
ら

五
時
ま
で
の
六
時
間
制
で
あ
っ
た
o

（
第
五
図
参
照
）

ヤ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
学
士
院
お
よ
び
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
多
く
の
協
力

者
の
力
を
結
集
し
て
、
国
民
学
校
用
教
科
書
や
教
材
を
制
定
し
て
世
に
送

一
、
教
会
用
お
よ
び
一
般
市
民
印
刷
用
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
一
屁
表

（
一
七
八
二
年
）

二
、
初
等
証
本
(
-
七
八
二
年
）

三
、
習
字
手
本
(
-
七
八
二
年
）

四
、
簡
略
聖
屯
品
回
答
芯
(
-
七
八
二
年
）

五
、
学
蛮
心
得
(
-
七
八
二
年
）

六
、
麻
等
班
古
間
答
芯
（
一
七
八
二
年
）

七
、
教
会
史
(
-
七
八
三
年
）

八
、

ロ
シ
ア
帝
国
国
民
学
校
第
一
•
第
二
学
年
教
師

用
入
門
密

（
一

七
八
三
年
）

九
、
国
民
学
校
説
本
用
一
般
市
民
心
得
(
-
七
八
三
年
）

1
0
、
枇
界
史
教
科
芯
(
-
七
八
四
年
）

――
、

ロ
シ
ア
史
概
説
(
-
七
八
四
年
）

三
、
箆
術
入
門
苦
(
-
七
八
二

し
八
四
年
）

――――、ヤン

・
ア
モ
ス
・
コ
メ
ン
ス
キ

ー
の
『
目
に
見
え
る
世
界
』
か

ら
の
抜
祐
改
那
篇
『
宇
宙
の
眺
め
』
（
ラ
テ
ン
語
・
ロ
シ
ア
語
・

ド
イ
ツ
語
の
各
版
）

-
B

、
工
学
入
門
害
(
-
七
八
六
年
）

一立
、

ロ
シ
ア
帝
国
地
誌
概
要
(
-
七
八
七
年
）

一六
、

ロ
シ
ア
帝
国
地
誌
詳
説
(
-
七
八
七
年
）

一七
、
天
体
地
理
学
入
門
祁
(
-
七
八
七
年
）

っ
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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『癖国国民学校用鍔術入門派i』をめぐって

西暦 1学校数 1教師数 生徒数（女子）

1781 7 485 C -) 

1785 12 38 1491 C 209) 

1786 165 394 11088 C 858) 

1soo I 315 790 19915 (1787) 

〈第 1表〉 18祉紀ロシアの国民学校の膨脹

階 級 別 百分比％

コサック ・外国人子弟 4 

佃職子弟 2 

郷士 ・股民子弟 5 

下級官吏 ・雑階級子弟 8 

）裳奴• 下僕子弟 11 

兵卒子弟 11 

商人子弟 12 

市民（町民）子弟 14 

殺族子弟 33 

〈第 2表〉1801年の国民学校学滋階級別比率

一八
、
国
民
学
校
用
博
物
学
概
要
(
-
七
八
六
年
）

一九
、
幾
何
学
入
門
苫
(
-
七
八
七
年
）

―1
0
、
物
理
学
入
門
内
(
-
七
八
七
年
）

以
上
の
教
科
書
頬
は
、
す
べ
て
ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
監
修
し
た
も
の

ア

ト

ラ

ス

で
、
こ
の
ほ
か
地
図

・
地
球
儀

・
地
図
帖
そ
の
他
の
学
習
教
材
を
制
定
し

た
。
右
の
な
か
で
、
第
十
二
番
目
に
あ
る
算
術
入
門
内
(
-
七
八
二

し
八

四
年
）
は
、

P
y
1
r
n
B
O
,
l
l
C
T
B
O
n
o
 a
p
m
j
>
M
e
n
1
K
e

な
る
檄
題
な
ら
び
に

刊
年
に
お
い
て
、
光
太
夫
の
持
ち
帰
っ
た
算
術
入
門
害
と
一
致
し
て
い
る

か
ら
、
ま
さ
し
く
ャ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
監
修
の
ロ
シ
ア
学
制
改
革
初
期
の
記

念
す
べ
き
一
本
で
あ
り
、
国
民
学
校
第
二
学
年
級
用
の
教
科
害
で
あ
る
こ

と
が
考
証
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
ロ

ツ
ア
国
内
に
お
け
る
国
民
学
校
の
新

設
状
況
（
第
1
表
）
と
学
蛮
の
附
級
別
比
率

（第
2
表
）
を
掲
げ
る
と
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
堕
要
な
こ
と
は
、
一
七
八
三
年
（
天
明
三
年
）
に
、
ペ
テ
ル
プ

ル
グ
の
国
民
学
校
本
校
内
に
国
民
学
校
の
た
め
の
師
範
学
校
が
併
設
さ

れ
、

数
学
・
物
理
・
博
物
・
建
築
•
製
図
・
ロ
ツ
ア
語
・
ラ
テ
ソ
語・ド

イ
ツ
語
な
ど
が
教
授
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
°
師
範
学
校
の
上
級
の
ニ
ク
ラ

ス
は
、
学
士
院
の
教
授
や
助
教
授
、
た

と

え

ば

ズ

ー

エ
フ

(
B
a
C
H
J
I
H
M
 
cp 
g
 
o
p
o
B
H
'
l
 
3
y
e
B
)

や
コ
ロ
ヴ
ィ
ソ
（
前

出
）
な
ど
の

一
流
の
学
者
が
講
義
し
た
。
下
級
の
ク
ラ
ス
は

セ
ミ
ナ
リ
イ
を
主
体
と
し
た
一
般
教
投
ク
ラ
ス
で
、
随
時
上

級
ク
ラ
ス
の
謁
義
も
聴
購
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

師
範
学
校
は
、
研
究
室
や
図
書
室
が
完
備
し
、
こ
こ
か
ら
送

り
出
さ
れ
た
教
師
た
ち
は
、
一
七
九
二
年
（
克
政
四
年
）
に

は
、
ペ
テ
ル
プ

ル
グ

に
お
い
て
、
三
一
九
八
名
の
男
生
徒
と

五
二
二
名
の
女
生
徒
を
教
育
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
外
国

バ

ン

ジ

オ

ン

人
経
営
の
私
立
学
校
も
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
数
ヵ
所
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
教
授
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
総
括
し
て

「
十
八
世
紀
に
お
け
る
ロ
ジ
ア
文
化
の
速
俗
」
と
表
現
し
、

新
教
育
制
度
の
重
要
な
史
的
段
階
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
光
太
夫
が
最
初
に
参
観
し
た
と
推
定
さ
れ
る
学
校
、
す
な

わ
ち
「
・
（
ソ
カ
の
対
門
に
あ
り
、
都
購
は
イ
ワ
ソ
イ
ワ
ノ
ウ
イ
チ
コ

ー

ハ
、
云
々
」

は
、
前
掲
書
『
V

ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
史
概
説
』

所
収
の

ペ
テ
ル

プ
ル
グ
市
地
図
(
-
七
九
二
年
版
）
に
よ
れ
ば
、
ネ
ヴ
ァ
河
南
部
の
官
庁

中
心
街
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
チ

ェ
イ
ス
キ

ー
区
(
A
.
n
:
M
r、1paJI
T
e
i:'icKHf1)
内
に
、

二
ヵ
所
に
銀
行
が
存
在
し
、
そ
の
一
銀
行
の
傍
に
、
一
七
八
三
年
（
天
明

-
＝
年
）
創
立
の
国
民
学
校
の
た
め
の
師
範
学
校
が
示
さ
れ
て
い
る
。
博
冷

の
学
士
、
ド
イ
ツ
人
イ
ワ
ソ
•
イ
ワ
ー

ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

・

コ
ッ
ホ
を
学
長
と

す
る
学
校
と
い
う
の
は
、
右
の
師
範
学
校
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
ィ

ワ
ソ
・
イ
ワ
ー
ノ
ヴ

ィ
ッ
チ
と
い
う
呼
称
は
、
ド
イ
ツ
名
の

ヨ
ハ
ソ

を
ロ

ツ
ァ
風
に
呼
ん
だ
わ
け
で
、
こ
う
し
た
例
は
多
い
か
ら
別
段
奇
と
す
る
に

は
当
た
ら
な
い
。
光
太
夫
で
す
ら
「
幸
太
夫
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
」
な
ど
と

呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ

こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
既
述
の

よ
う
に
、
師
範
学
校
は
、

一
七
八
六
年
（
天
明
六
年
）
以
降
は
国
民
学
校

本
校
か

ら
分
離
し
、
校
長
も
ャ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
代
わ

っ
て
コ
ゾ
ダ
プ
レ

フ
が
就
任
し
て
い
る
が
、
光
太
夫
が
参
観
し
た
際
に
は
、
さ
ら
に
変
遷
が

あ
っ
て
三
代
目
の
校
長
コ
ッ
ホ
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

コ
ッ
ホ
が
校
長
を
勤
め
た
ホ
実
に
つ
い
て
は
、

箪
者
が
参
洒
し
た
ロ
ツ
ア
側
の
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
光
太
夫

の
陳
述
が
ま
っ
た
く
正
し
い
と
は
断
定
し
か
ね
る
。
さ
ら
に
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
光
太
夫
が
ラ
ク
ス
マ
ソ
と
帰
国
す
る
際
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
長

官
代
理
を
つ
と
め
た
人
物
に
、
文
官
少
佐
イ
ワ
ン

・コ

ッ
ホ

(
I
1
B
a
H

K
o
x
)

な
る
者
が
い
て
、
そ
の
子
息
で
十
五
オ
の
少
年
ヮ
ツ
ー
リ
イ
・
コ

ッ
ホ

(
B
a
C
H
J
I
H
H

l
1
s
a
1
r
n
s
w
1
 
K
o
x
)

が
白
口
毀
で
ラ
ク
ス
マ
ソ
一
行
に

随
行
し
た

事
実
が
、
ボ
ロ
ソ
ス

キ
ー

(
A
.

C
・
n
g
 
O
H
C
K
H
H
)

の
記
述

（
一
八
九
一
年
°
駐
厖
日
本
公
使
館
訳
•
林
欽
吾
補
註
『
ロ
シ
ア
人
日
本

遠
征
記
』
昭
和
二
八
年
刊
参
照
）
に
見
え
る
の
で
、
あ
る
い
は
光
太
夫
が

混
同
し
て
陳
述
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
師
範
学
校
長
は
七
等

文
官
、
大
佐
相
当
官
で
あ
る
か
ら
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
長
官
代
理
の
文
官
少
佐

イ
ワ
ン
・
コ

ッ
ホ
と
は
同
一
人
物
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ

ょ
、
問
題
の
一
七
八
四
年
刊
『
函
国
国
民
学
校
用
算
術
入
門
害
』
は
、
お

そ
ら
く
右
の
ア
ド
ミ
ラ
ル
チ
ェ
イ
ス
キ

ー
区
の
師
範
学
校
で
入
手
し
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
学
士
院
正
会
員
、
化
学
者
の
ラ
ク
ス
マ
ソ
教
授

(
K
a
p
1
1
J
I
J
I
 
f
p
H
r
o
p
b
e
B
芸
』
a
K
C
M
a
H
)

を
通
し
て
紹
介
さ
れ
た
光
太

夫
が
、
い
わ
ば
日
本
の
知
識
人
と
し
て
露
都
の
人
士
に
遇
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
制
定
の
教
科

苫
は
、
学
校
参
親
者
た
る
東
方
の
珍
客
に
と
っ
て
、
う
っ
て
つ
け
の
贈
り

物
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
°
で
は
、
な
に
ゆ
え
に
算
術
入
門
因
が
選
ば

れ
た
か
を
推
諭
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
と
お

も
う
。
ひ
と
つ
に
は
、
元
蹄
都
滞
在
中
の
光
太
夫
に
と
っ
て
、
計
数
の
初
歩

を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め
に
進
ん
で
所
望
し
た
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
ひ
と
つ
に
は
学
校
側
で
気
を
き
か
せ
て
、
珍
客
の
不
便

を
補
な
う
べ
く
故
意
に
算
術
入
門
書
を
選
ん
で
賠
呈
し
た
こ
と
ー
ー
＇
以
上

の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
光
太
夫
が
、
「
ミ
ー
ロ
ス
チ
ェ

ヴ
ォ
イ

・
ガ
ス
ダ
ー
リ
・

マ
エ
ム
ウ
」
（
わ
が
親
し
き
殿
方
へ
）
と
い
う

語
句
を
幾
度
も
本
密
に
晶
害
し
て

い
る
の
は
、
贈
呈
さ
れ
た
際
の

ロ
ジ
ア
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『
●
路
国
国
民
学
校
用
卯
術
入
門
書
』
を
め
ぐ
っ
て

風
の
あ
い
さ
つ
の
言
葉
と
し
て
感
銘
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

拾、

百
、
千
、
な
ど
の
数
字
も
、
本
書
に
よ
っ
て
正
し
い
宮
き
方
や
読
み

方
を
会
得
し
た
形
跡
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
0

さ
て
、

右
の
師
範
学
校
の
つ
ぎ
に
参
観
し
た
の
は
、

「
此
外
二
処
は
都

購
ス
テ
ッ

。（
ノ
ボ

リ
ッ
ョ

レ
ヴ
ィ
チ
ス
ツ
ル
ゴ
ヲ

ッ
コ
ー
フ
」
の
学
校
だ

が
、
ス
ト
ゥ
ル
ゴ
フ
ッ
チ
コ
フ
が
国
民
学
校
視
学

(
H
a
,ll3
H
p
a
T
e
JJb
H
a
 ,
 

p
O
,ll
H
b
!
X
 
y
tI
H
JI
H
 E
)
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
抵
書
『

ロ
ツ
ア
初
等
教
育

史
概
説
』
に
も
見
え
、
少
な
く
と
も
、
二
校
以
上
の
視
学
を
つ
と
め
て
い

た
点
で
は
光
太
夫
の
陳
述
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
光
太
夫
の
参
観

し
た
学
校
の
所
在
は
判
然
と
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
光
太
夫
は
、
「
守
人
を
教
育
す
る
都
講
は
、

ガ
ラ
フ
ヒ
ョ

ー
ド

ロ
ア
ス

ク
ヘ
ウ

イ
チ
ア
ソ
ガ
リ
ク
、
云
々
」
の
学
校
を
参
観
し
て
い
る
。

右
の
、
伯
爵
フ
ョ

ー
ド
ル

・
グ
ス
タ
ー
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ッ
チ

・
ア
ン
ハ
ル

ト
は、

ニ
カ
テ
リ
ナ
女
帝
の
出
た
ア
ソ
ハ
ル

ト
公
一
族
の
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム

・
ギ
ュ

ス
タ

ー
ヴ

・
ア
ソ

ハ
ル
ト
伯
爵

(
W
i
lh
e
l
m

G
u
s
t
a
v
 A
n
h
a
l
t
)

の
第

四
子
フ

リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ

(
F
r
ie
d
r
i
c
h
)
の
こ
と
で
あ
る
。
一
七
三
二
年
ド

イ
ツ
に
生
ま
れ
、

一
七
八
三
年
以
降

ロ
ツ
ア
陸
軍
に
勤
務
し、

陸
軍
中
将

近
衛
副
官
、
軍
令
部
総
監
の
地
位
に
あ
っ
た
。
一
七
八
七
年
、
エ
カ
テ
リ
ナ

女
帝
の
勅
令
に
よ
り
、
陸
軍
箕
族
士
官
学
校
(
-
七
＝
三
年
創
立
）
の
学

長
を
拝
命
、
そ
の
理
想
主
義
的
遥
徳
教
育
は
、
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
お
け
る

教
育
の
黄
金
時
代
を
築
き
あ
げ
た
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
°
ロ
ツ
ア
名
お
よ

び
父
称
は
、
フ
ョ

ー
ド
ル
・
フ

ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ

(
e
go
p
 <l>e,ll
o
p
o
 ,
 

B
臣
）
ま
た
は
、

フ
ョ

ー
ド
ル

・
グ
ス
タ
ー
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ッ
チ

(ee,ll
O
p
 

f
y
C
T
a
B
O
B
H'-!
)

で
、

一
七
九
四
年
（
邸
政
六
年
）
に
没
し
た。

右
の
と
お
り
、
光
太
夫
が
参
観
し
た
「
官
人
を
教
育
す
る
」
学
校
と
は
、

ア
ソ
ハ

ル
ト
伯
を
学
長
と
す
る
陸
軍
伐
族
士
官
学
校
に
相
述
な
い
。
し
か

し
、
光
太
夫
が
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
滞
在
し
て
い
た
当
時
に
は
、
陸
軍
士
官

学
校
は
二
、
三
の
分
校
を
併
設
し
て
い
る
こ
と
が
、
既
述
の
ペ
テ
ル
ブ

ル

グ
市
地
図
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
の
で
、
本
校
（
ワ
シ
リ
エ
フ
ス
キ

ー・

オ

ス
ト
ロ
フ
区
内
）
以
外
の
い
ず
れ
か
の
分
校
を
見
学
し
た
わ
け
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
光
太
夫
は
、
ワ
ツ
リ
エ
フ
ス
キ

ー
・

オ
ス

ト
ロ

フ
で
は
、

遊
廓
や
刑
務
所
を
見
学
し
て
い
る
が
、
学
校
を
参
観
し
た
形
跡
は
見
出
だ

し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
分
校
と
は
一
体
ど
こ
で
あ
る
か
を
推
論

す
る
な
ら
ば
、
光
太
夫
の
陳
述
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
ア
ド
ミ
ラ

ル
チ

ェ
イ
ス
キ

ー
区
内
に
存
在
し
た
陸
軍
幼
年
学
校
で
あ
ろ
う
o

「
幼
稚
の
生

徒
等
逝
息
の
た
め
に
」
庭
園
や
池
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
陸

軍
幼
年
学
校
の
教
育
が
、
ご
く
幼
い
世
代
か
ら
基
礎
教
育
を
施
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
軍
人
高
官
を
め
ざ
す
費
族

の
子
弟
は
、
い
ず
れ
も
国
民
学
校
に
は
進
学
せ
ず
、
幼
年
学
校
か
ら
士
官

学
校
へ
の
一
貫
し
た
コ

ー
ス
を
歩
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ア
ン

ハ
ル

ト
学
長
に
つ
い
て
は
、

『
北
槌
間
略
』
巻
之
九
所
収
「
雑
載
」

の
項

に
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
o
(
〔
〕
内
は
著
者
注
）

又
あ
る
時
学
士
ヒ
ョ
ー
ド
ロ
ア
ス
タ
ペ
ウ
ィ
チ
ア
ン
ガ
リ
ク
よ
り
光

太
夫
に
日
本
の
服
を
も
ち
て
学
校
に
参
る
べ
し
と
云
趣
た
り
°
其
頃

こ
し

は
小
袖
三
つ
、
袷
羽
織
、
綿
入
羽
お
り
、
侃
刀
一
把
も
ち
居
し
故
、

キ
リ
ロ
〔
キ
リ

ー
ル
・・
ラ
ク
ス
マ
ン
ー
ー
‘
K
w
p
芝
IJJ

f
p
w
r
o
p
b
e
B
H
<
!
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JlaI
(
C
M
a
H
 -
ー
—
化
学
者

、

学
士
院
正
会
員
で

、

第
一
回
造
日
使
節
ア

ダ
ム

・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
父
〕
と
と
も
な
い
右
の
品
々
を
と
り
も
た
せ
行

け
れ
ば
、
先
日
本
の
服
に
改
さ
せ
、
商
き
台
に
笠
ら
し
め
、
ア
ン
ガ

リ
タ
、

キ
リ

ロ
お
な
し
く
台
に
登
り
、
そ
の
下
に
学
寮
の
児
童
等
を
は

し
め
諸
生
残
ら
ず
呼
集
め
、
台
本
の
人
を
見
る
へ
し
と
て
キ

リ

ロ
訳

を
伝
へ
、
此
方
の
風
俗
な
ど
を
生
徒
等
に
語
り
問
せ

し

と

ぞ

°

此

学

校
に

万
国
寄
語
の
派
ぃ
あ
り
0

部
を
分
ち
て
日
本
語
を
も
載
た
り
°
何

れ
も
語
の
末
に
、
之
事
／
＼
‘
と
害
す
。
た
と
へ
は
必
を
必
の
事
、
耳
を

耳
の
事
、
と
い
ふ
が
こ
と
し
°
こ
れ

は
以
前
此
方
よ
り
源
流
せ
し
者
共

に
問
て
記
せ
し
よ
し
°
か
の
問
た
る
時
に
そ
れ
は
何
の
事
、
か
れ
は

こ

の
こ
と

の
事
と
答
へ
た
る
を
、
直
に
之
事
ま
で
を
一
語
と
心
得
て
か
く
記
し
お

さ
ん
て
い

き
し
な
る
ぺ
し
°
こ
の
芯
を
光
太
夫
に
闘
定
す
べ
き
よ
し
を
望
ま
れ
け

る
故
、
日

々
に
通
ひ
て
六

11
に
し
て
卒
業
す
。
内
中
の
語
多
く
南
部
辺

の
言
菓
に
て

、
し

か
も
下
賤
の
語
多
し
°
古
来
岳
朝
よ
り
彼
地
に
漂
流

せ
し

Ilf
此
鹿
共
に
四
度
な
り
°
以
前
の
一
―
一
度
は
み
な
南
部
の

人
な
り
し

と
ぞ
0
1
1
本
通
事
〔
通
訳
〕
は
今
イ
ル
コ
ッ
カ
〔
イ
ル
ク

ー
ツ
ク
ー
|
_

苓
K
Y
T
C
K
〕
に
三
人
あ
り
°
今
疫
光
太
夫
を
送
り
来
り
し
エ
ゴ
ロ
〔
ェ

ゴ
ー
ル
・
ト
ゥ
ゴ
ル
コ

ー

フ
ー
ー
—

E
r
o
pJ.
1
B
a
H
O
B
H
'
I
 
T
y
r
 g
 
Y
K
O
B
 

ー

イ

ル

ク

ー

ツ

ク

日

本

語

学

校

出

身

｀

〕

も

イ

ル

コ

ッ

カ

の

人

に
て
言
語
は
南
部
訛
の

し
か
も
誤
り
伝
へ
た
る
事
ど
も
多
か
り
し
故
、

初
の
ほ
ど
は
間
へ
さ
る
事
の
み
な
り
し
と
ぞ
°
光
太
夫
へ
右
の
芯
校
正

い

も

ご

く

ね

ん
ぼ

ひ
と
と
く
り

の
謝
礼
に
と
て

、
佃
萄
洒
、
毅
盆
子
洒
、
村
酒
お
の
お
の
一
陶
、
砂
紺

ニ
大
塊
賠
り
し
と
な
り
0

右
の
文
中
に

、
光
太
夫
が
『
万
固
寄
語
』
な
る
害
物
に
収
録
さ
れ
て
い

る
南
部
訛
り
の
日
本
語
を
訂
正
し
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
ニ
カ

テ
リ
ナ
女
帝
欽
定
の
『
全
世
界
言
語
お
よ
び
方
言
比
較
辞
典
』
（
第

一
巻

一
七
八
七
年
刊
、
第
二
巻
一
七
八
九
年
刊
、
第
三
巻
は
末
刊
に
終
わ
る
o

タ
イ

ト
ル

は
、
L
i
n
g
u
a
r
u
m

T
o
t
i
u
s
 
O
r
b
i
s
 
V
o
c
a
b
u
l
a
r
i
a
 
C
o
m
 ,
 

p
a
r
a
t
i
v
a
.
 お
よ
び

、

C
p
a
B
I,
 
I
H
T
e
J
J
b
H
bi
e
 

g
 
O
B
a
p
H
 
B
C
e
x
 
l13b!
K
0
B
 

11 
n
a
p
e
1
1
1
1
i,i
,
 c
 0
 6p
a
H
H
b
!
e
 
.
1
t
e
C
H
H
U
e
I
0
 
Bb!CO'la/.i E
 eiI 
o
c
 0
 6b!.) 

の
こ
と
で
、
学
士
院
正
会
員
。
（
ル
ラ
ス

(
n
e、r
p
,
 
C
1
1
M
O
H
 n
a
JJJJac)

に

よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
ロ
ツ
ア
言
語
学
史
上
の
古
典
的
辞
因
と
さ
れ
て

い

る
。
本
害
の
第
一
巻
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
五
一

、
ア
ジ
ア
語
一
四
九
ー

部
合
二
百
の
言
語
が
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
改
訂
版
第
四
巻
に

は
、
日
本
語
が
二
八
二
語
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら

の
ア
ジ
ア
語

の
な
か
に
南
部
訛
り
の

n本
語
が
混
入
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
°
一
七
九

一
年
（
虹
政
三
年
）
に
、
折
よ
く
。
ヘ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
居
合
わ
せ
た
光
太
夫

に
こ
れ
を
訂
正
さ
せ
た
の
は
、
訓
述
の
ヤ
ソ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、

新
村
出
博
士
が
、

前
掲
苫
『
続
南
蛮
広
記
』
の
な
か
で
、

ア
ー
デ
ル
ソ
グ

(
J
o
h
a
n
.
11
C
h
r
i
s
t
o
p
h
 A
d
~
lu
a
g
)
の
『
縛
言
集
』
(
M
i,
 

t
h
ri
d
a
te
s
,
 o

d
e
r
 A
ll
g
e
m
e
i
n
e
 
S
p
r
a
c
h
e
n
'
k
u
n
c
l
e
.)
券

J

四
I
（
フ
ァ

ー

テ
JV

-
J. S
.
 V

a
t
e
r

の
増
訂
本
°
一
八
一
七
年
刊
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル

ト
リ
ド
教
授

(
B
a
c
1
r
n
H
I
°
I
B
J
J
a
,
U
H
M
H
p
O
B
H
'l 

5
a
p
T
O
J
J
b
.
l
l
)

の
労
作
『
東
洋
研
究
史
』

(
!
1
C
T
O
p
H
5
!

H
3
J
'
l
e
m
r
n
 
B
o
 ,
 

C
T
O
K
a
 B
 E
a
p
o
n
e
 u
 P
o
c
c
1
1
1
1
.
 2
.
 113,11
.
 J
i
e
H
H
H
r
p
a
n
,
 1

9
2
5
)
 

!.l 

も
、
パ
ル
ラ
ス
の
辞
典
を
増
補
改
訂
し
た
の
は
、
ャ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ

・
デ

- 84-



『函
国
国
民
学
校
用
罫
術
入
門
密
』
を
め
ぐ
っ
て

ミ
リ

エ
ヴ
ォ
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
の
で
、
ア
ー
デ
ル
ン

グ
の
記
録
は

正
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
バ
ル

ト
リ
ド
教
授
は
辞
典
の
訂

正
に
つ

い
て
光
太
夫
の
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

論
が
前
後
す
る
け
れ
ど
も
、
ふ
た
た
び
問
題
の
『
国
民
学
校
用
符
術
入

門
害
』
に
も
ど
っ
て
、
本
害
の
表
紙
裏
余
白
に
見
ら
れ
る
一

見
落
宮
き
の

よ
う
な

光
太
夫
の
筆
鋲

、

す
な
わ
ち
源

•

久
・

丞
•

兵
•

明
•
長

・
庄
の

横
字
と
、
こ
れ
ら
の
厖
字
に
よ
る
発
音
表
示
、
さ
ら
に
、
イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ

ト
…
…
を
同
様
に
E
蹄
字
で
示
し
て
い
る
事
実
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
算
術
入
門
書
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
こ
れ
ら
の
兜
蹟
は
、

一
体

何
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
°
節
者
は
、
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
光
太
夫
が

『
万
国
寄
語
』
す
な
わ
ち
『
全
世
界
言
語
お
よ
び
方
言
比
較
辞
典
』
に
お

け
る
日
本
語
の
訛
り
を
訂
正
す
る
に
際
し
て
、
ロ

ジ
ア
人
に
正
し
い
発
音

を
示
す
た
め
に
、
涵
字
を
も
っ
て
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し

か
し、

折
角
の
贈
り
物
を
手
帳
代
わ
り
に
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の

反
駁
を
想
定
し
て
、
筆
者
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
推
察
を
加
え
て
み

る
。
す
な
わ
ち
、
光
太
夫
が
ニ
カ
テ
リ
ナ
号
で
帰
航
中
に
、
通
訳
ト
ウ
ゴ

ル
コ
フ
、
も
し
く
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
代
理
の
子
息
ヮ
ツ

ー
リ
イ
・

コ
ッ

ホ
な
ど
に
、
日
本
語
や
日
本
人
名
を
教
授
し
た
り
、
ま
た
彼
ら
か
ら
は
数

字
の
読
み
方
や
書
き
万
、
算
術
の
初
歩
に
つ
い
て
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
と

い
う
、
い
わ
ば
船
中
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
の
手
す
さ
び
の
節
距
と
も
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

お
わ
り
に
、
や
は
り
光
太
夫
の
筆
餡
で
あ
る
「
勢
州
白
子
若
松
歯
屋

兵
蔽
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
一
言
す
る
な
ら
ば
、
兵
蔵
と
い
う
名
前
の
者

は
伊
勢
捌
民
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
は
庄
蔵
も
し
く
は
新
蔵

の
誤
記
で
は
あ
る
ま
い
か
と
お
も
う
0

X
io
3
0
0

の
音

(
K
h
i
o
z
o
o
)

か

ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ
庄
蔵
に
近
い
。
新
磁
と
、
足
の
病
気
に
権
っ

て
い

た
庄
誠
の
二
人
は
、
イ

ル
ク

ー
ツ
ク
で
今
生
の
別
れ
を
告
げ
て
彼
地
に
残

留
し、

庄
蔵
は

フ
ョ
ー
ド
ル

・
ツ
ト
ニ
コ

フ

(ego
p
 C
i
n
m
m
o
s
)
、

新
誠
は

ニ
コ
ラ
イ

・
コ
ロ
ト

ウ
イ
ギ
ン
(
H
m
r
n
J
i
a
i
i

n
e
T
p
O
B
H
'
-
I
 

K
o
 ,
 

呉

O
T
b
l
r
H
H
)

と
改
名
し
て
い
る
。
庄
誠
は
間
も
な
く
死
亡
し
た
が
、
新
蔵

は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
日
本
語
学
校
教
師
と
な
り
、
ド
イ
ツ
の
古
回
名
な
言
語

学
者
ク
ラ
プ
ロ

ー
ト

(
H
e
in
r
i
c
h

J
u
l
iu
s
 K
la
p
r
o
t
h
)

が
彼
か
ら
日
本

語
を
学
ん
で
、
林
子
平
の
『
三
国
通
買
図
説
』
を
翻
訳
し
て
い
る
。
ま

た
、

一
八
一

七
年
（
文
化
十
四
年
）
に
、

『
日
本
お
よ
び
日
本
の
商
業
に

つ
い
て
、
或
い
は
、
日
本
調
島
の
最
新
な
る
歴
史
地
理
的
記
述、

日
本
生

れ
の
参
割
会
員
二

u

ラ
イ
・

コ
ロ
ト

ウ
イ
ギ
ン
に
よ
り
考
究
さ
れ
、
イ

ワ

ソ
・
ミ
ル
レ
ル
刊
行
す
』

(
0

5
1
1
1
0
m
m
 
H
 
Hrr 0
 H
C
K
O
h
 T
O
p
r
O
B
J
i
e
;
 

H
』

H
,
H
o
s
ei
i
 E
 ee
 
H
C
T
O
p
H
'
l
e
C
J{
O
 ,
 
r
e
o
r
p
a
 e
 
H
4
e
c
1
r
n
e
 
o
m
1
c
a
H
H
e
 

H
l
l
O
H
C
K
H
X
 O
C
T
p
O
B
O
B
,
 p
a
C
C
M
O
T
p
e
H
H
O
e
 r
r
p
H
p
0
./1.
H
b
I
M
 H
llO
H
IJ,e
M
 

T
H
T
Y
J
I
H
p
H
b
l
M
 
C
O
B
e
T
HI1
K
O
M
 H
1
1
K
O
J1a
e
M
 
K
o
JJ
O
T
b
l
r
H
H
b
lM
 
11 
113 ,
 

.n.
a
1
1
u
o
e
 vl
s
a
H
O
M
 
M
H
JIJie
p
o
M
.
 Cr

r
6
')
 1
8
1
7
)

と
姪
す
る
七
十
頁
余

の
迫
瑞
が
翫
都
で
出
版
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る。

こ
れ
ら
の
事
韻
に

つ
い
て
は
、
大
槻
玄
祁
編
『
迎
涌
異
聞
』
巻
之
＿
―
-
に
、
仙
台
憫
民
津
太
夫

が
伝
え
た
梢
息
が
見
え
、
ま
た
、
播
磨
楢
吉
氏
「
涵
国
に
於
け
る
日
本
語

学
校
の
沿
革
」
（
『
史
学
雑
誌
』
―
―
―
―
―
―
巻
一

0
号
所
収
）
、
新
村
博
土
の
前

掲
亡
、
亀
井
高
孝
氏
の
『
北
材
聞
略
』
解
説
の
項
、
平
岡
雅
英
氏
の
『
日
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ID 

E

路
交
渉
史
話
』
（
昭
和
十
九
年
）
第
五
京
「
ロ
ツ
ア
の
日
本
語
研
究
と
わ

が
剥
流
民
」
な
ど
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

司
天
台
暦
局
員
足
立
左
内
（
伝
頭
）
と

露
艦
デ
ィ
ア
ー
ナ
号
艦
長
ゴ
ロ
ヴ
―
ー
ン

最
後
に
、
足
立
左
内
と
光
太
夫
将
来
の
鍔
術
忠
と
の
関
係
を
記
録
し
た

最
初
の
文
献
『
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
の
日
本
幽
囚
記
』
（
初
版
一
八
一
六
年

・
ペ

テ
ル
プ
ル
グ
刊
）
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
経
綽
を
概
述
し
て
み
よ
う
0

一
八
―
一
年
（
文
化
八
年
）
七
月
、
ス
ル
ー
。
フ
艦
デ
ィ
ア
ー
ナ
号
艦
長

ワ
ツ
ー
リ
イ

・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ

・
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
少
佐
ほ
か
乗
組
員
七

名
は
、
松
前
奉
行
（
支
配
凋
役
奈
佐
政
辰
）
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
、
一
八

一
三
年

（
文
化
十
年
）
十
月
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で
二
年
余
の
幽
囚
生
活
を

日
本
で
送
っ
た
。
一
八
―
―
―
一
年
三
月
十
八
日
、
荒
尾
但
馬
守
に
代
わ
る
新

奉
行
服
部
備
後
守
か
松
前
に
到
和
し
た
が
、
そ
の
随
負
一
行
の
な
か
に

は
、
通
詞
村
上
貞
助
、
天
文
方
の
学
者
足
立
左
内
、
蘭
語
通
詞
の
馬
場
佐

十
郎
が
い
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
は
、

一
八
―
二
年
二
月
に
江

戸
か
ら
派
述
さ
れ
た
問
宮
林
蔵
と
会
談
し
、
問
宮
涌
峡
の
発
見
や
、
当
時

の
日
本
に
お
け
る
天
文
測
祉
術
の
水
準
が
オ
ラ
ソ
ダ
の
文
献
に
よ
っ
て
相

当
に
進
歩
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
際
の
通
訳
は
馬
場
佐
十
郎
だ

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
馬
場
の
理
解
力
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
で
、
間
宮

の
質
間
（
太
賜
と
JJ
、
ま
た
は
品
と
の
距
離
に
よ
っ
て
経
炭
を
知
る
方
法

な
ど
）
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
間
宮
は
非
常
に
不
機
嫌
に
な

り
近
い
う
ち
に
江
戸
か
ら
蘭
語
通
詞
と
学
者
が
派
辿
さ
れ
る
は
ず
だ
か

ら
、
そ
の
と
き
こ
そ
否
応
な
し
に
答
え
て
頂
き
ま
す
ぞ
、
と
．
コ
ロ
ヴ
ニ
ソ

に
一
矢
を
報
い
た
。
は
た
し
て
、
間
宮
の
い
う
と
お
り
、
足
立
左
内
ら
が

や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
た
ち
は
、
足
立
左
内
の
こ
と
を
学
士
院
会
員

(aKa,11,
e
,
 

M
H
K
)

と
呼
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
足
立
が
あ
る
学
術
協
会
の
一
員
で
、

そ
の
協
会
は
西
洋
の
学
士
院
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
と
ゴ
ロ
ヴ

ニ

ン
は
の
べ
て
い
る
。

さ
て
、
学
士
院
会
員
足
立
左
内
は
、
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
版
国
民
学
校
用
の

簡
易
算
術
教
科
密
を
ロ
ジ
ア
語
か
ら
翻
訳
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
一
七
九

コ
ー
グ

1

二
年
に
ラ
ク
ス
マ
ソ
に
よ
っ
て
送
遠
さ
れ
た
日
本
人
光
太
夫

(
K
o
,11,
ai:¥)

が
日
本
へ
持
ち
帰
っ
た
本
で
あ
る
と
い
う
。
符
術
の
規
則
を
説
明
し
て
み

る
と
、
足
立
は
何
で
も
知
っ
て
い
て
、
た
だ
ロ
ツ
ア
語
に
よ
る
解
説
を
習

得
し
た
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
・
コ
ロ
ヴ

ニ
ン
は
、
彼
の
知
識
が

数
学
仝
般
に
及
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
試
そ
う
と
し
て
、
通
詞
を
通
し
て

い
ろ
い
ろ
と
質
問
し
て
み
た
が
、
馬
場
も
村
上
も
数
学
上
の
知
識
は
皆
無

に
等
し
く
徒
労
に
終
わ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
は
、
日
本
人
の

数
学
に
関
す
る
知
識
が
、
部
分
的
に
は
い
か
に
偉
大
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
証
明
す
る
二
、
三
の
例
を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
足
立
が
、
オ

ラ
ン
ダ
で
は
新
暦
を
用
い
て
い
る
が
、

ロ
ジ
ア
で
は
如
何
、
と
質
問
し
た

の
で
、

ロ
ツ
ア
で
は
旧
腐
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
）
を
用

い
て
い
る
と
答
え
る

と
、
さ
ら
に
両
者
の
差
異
に
つ

い
て
呼
ね
、
そ
の
相
違
は
な
に
ゆ
え
に
生

ず
る
の
か
と
浴
び
せ
て
き
た
。
・
コ
ロ
ヴ
ニ
ソ
が
説
明
す
る
と
、
足
立
は
、

そ
の
暦
法
も
不
完
全
だ
、
な
ぜ
な
ら
ば
一
定
の
年
限
を
経
過
す
る
と
、
そ
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『
函
国
国
民
学
校
用
箆
術
入
門
芯
』
を
め
ぐ
っ
て

の
誤
差
は
ふ
た
た
び
二
十
四
時
間
に
達
す
る
か
ら
だ
、
と
答
え
た
の
で
、

明
ら
か
に
足
立
に
試
問
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。
ま
た
、

日
本
で
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

(
N
i
c
h
o
l
a
s
C
o
p
e
r
n
i
c
u
s
)
の
太
陽
系
説
を
正

説
と
し
、
天
王
星
と
そ
の
衛
星
迎
動
に
関
す
る
知
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。
し
か
し
天
王
品
以
後
に
発
見
さ
れ
た
星
に
つ
い
て
は
知
っ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
、
と
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
は
の
べ
て
い
る
。
数
学
の

達
者
な
航
悔
士
ア
ソ
ド
＞
イ
・
フ
＞
ー
プ
ニ
コ
フ
(
A
H
,
a
p
e
rr
X
J
1
e
6
H
11 ,
 

K
O
B
)

は
、

幽
囚
中
の
退
屈
を
忘
れ
る
た
め
に
、
対
数
、
正
絃
真
数
、
正

切
真
数
な
ど
の
表
や
、
そ
の
ほ
か
航
海
術
に
必
要
な
表
の
作
成
に
熱
中
し

て
い
た
が
、
足
立
は
こ
れ
ら
の
表
を
す
ぐ
さ
ま
理
解
し
、
そ
れ
を
立
証
す

る
た
め
に
、
図
を
描
い
て
正
絃
、
正
切
が
何
を
意
味
す
る
か
を
示
し
た
。

そ
こ
で
、
日
本
で
は
幾
何
学
の
定
理
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
一
例
と

し
て
ビ
タ
ゴ
ラ
ス

(
P
y
t
h
a
g
o
r
a
s
)

の
定
理
の
説
明
を
も
と
め
た
。
足
立

は
す
ぐ
さ
ま
コ
ソ
バ
ス
を
用
い
て
図
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
方
形
を
切

り
取
り
、
二
辺
の
平
方
を
折
っ
た
り
切
っ
た
り
し
て
、
斜
辺
の
平
方
の
面

和
に
ぴ
っ
た
り
と
合
致
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
手
品
の
よ
う

に
敏
速
で
、
反
駁
の
余
地
が
微
艇
も
な
か
っ
た
。
・
コ
ロ
ヴ
ニ
ソ
は
、
そ
の

具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
多
分
和
算
で
有
名
な

「
勾
股
弦
の
理
」
に
も
と
づ
く
証
明
方
法
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
お

も
う
。
さ
ら
に
、
足
立
は
日
本
人
は
日
蝕
や
月
蝕
を
き
わ
め
て
正
確
に
計

算
で
き
る
と
語
り
、
デ

・
ラ
ラ
ソ
デ
(
J
o
s
e
p
h
J
e
r
o
m
e
 
L
e
 F
r
a
n唸
a
is

d
e
 L
a
l
a
n
d
e
)
の
天
文
学
上
の
諸
論
文
も
す
で
に
多
く
訳
さ
れ
て
い
る
事

実
を
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
に
伝
え
た
。
ち
な
み
に
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
に
、

上
野
図
忠
館
内
蘭
学
資
料
研
究
会
主
催
の
「
洋
学
こ
と
は
じ
め
展
」
が
丸

善
で
洲
か
れ
た
が
、
そ
の
『
解
題
目
録
』
（
C
a
t
a
lo
g
u
e
of 
th
e
 b
o
o
k
s
 

e
x
h
i
bi
t
e
d
 at th
e
 ̂^ 
Y
o
g
a
k
u
 K
o
t
o
h
a
ji
m
e
 T
e
n
"
;
 ea
rli
e
r
 p
h
a
s
e
s
 

o
f
 
W
e
s
t
e
r
n
 
civi
lization 
in 
J
a
p
a
n
.
 To
k
y
o
,
 19

5
4
)

に
お
い
て
、

大
崎
正
次
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

買
政
七
年
(
-
七
九
五
）
大
阪
か
ら
江
戸
に
召
さ
れ
て
天
文
方
と
な

っ
た
東
岡
高
橋
作
左
衛
門
至
時
が
、
立
政
改
暦
後
、
文
字
通
り
生
命
を

か
け
て
ョ
ー
ロ
ッ
パ
天
文
学
の
新
知
識
獲
得
に
精
励
し
た
の
が
、
ラ
ラ

ン
デ
の
著
述
の
研
究
で
あ
っ
た
°
享
和
三
年
(
-
八

0
1―
-
）
『
ラ
ラ
ン
デ

暦
苔
管
見
』
十
一
冊
を
残
し
、
そ
の
業
半
ば
に
し
て
彼
は
倒
れ
た
が
、

文
化
八
年
(
-
八
―
-
）
茄
府
は
始
め
て
審
芯
和
解
御
用
の
一
局
を
設

け
、
以
後
天
文
台
は
名
実
共
に
江
戸
に
於
け
る
蘭
学
の
研
究
、
蘭
害
翻

訳
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
の
糸
口
を
開
い
た
の
が
実
に
至
時
に
よ
る
本

芯
の
研
究
で
あ
っ
た
°
著
者

L
a
l
a
n
d
e

(
1
7
3
2ー

1
8
0
7
)

は
、
フ
ラ

ン
ス
第
一
流
の
天
文
学
者
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
著
『
天
文
学
』
―
―
―
巻

(
A
s
t
r
o
n
o
m
i
e
,
 Se

c
o
n
d
e
 edition r
e
v
u
e
 et a
u
g
m
e
n
tee
.
 3 

to
m
.
 

P
a
r
is
,
 17

7
1
.
 

仏
文
原
著
で
東
京
天
文
台
蔵
洪
i

)

は
、
当
時
彼
の
地
に

あ
っ
て
も
す
こ
ぶ
る
誼
伝
さ
れ
た
。
そ
の
忠
実
な
蘭
訳
本

(
A
s
t
r
o
n
o
,
 

m
i
a
 of 
S
t
e
rr
e
k
u
n
d
e
,
 n

a
a
r
 d
e
n
 
t
w
e
e
d
e
n
,
 v

e
r
b
e
r
te
r
d
e
n
,
 

e
n
 
v
e
r
m
e
e
r
d
e
r
d
e
n
 
d
r
u
k
 uit 
h
e
t
 
F
r
a
n
s
c
h
 
v
e
r
t
a
a
!e
d
 d
o
o
r
 

A
r
n
o
l
d
u
s
 B
a
s
t
i
a
n
 
S
tr
a
b
b
e
.
 

A
m
s
t
e
rd
a
m
,
 1

7
5
5
.
 

2ー

4

d
l
n
.
 

1
 

taf
e
l,
 

4
2
 p
la
a
t
e
n
.
 市

企
兄
天
文
台
蔵
害
）
を
入
手
し
た
高
橋
至
時

の
本
柑
に
対
す
る
執
心
の
深
さ
も
、
さ
こ
そ
と
う
な
ず
か
れ
る
名
著
で
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あ
る
°
至
時
没
後
、
一
門
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
事
業
を
か
え
り
み
る
と
、

門
弟
伊
能
忠
敬
の
日
本
沿
岸
の
測
地
、
同
門
間
重
邸
、
重
新
父
子
の
天

体
観
測
、
次
子
澁
川
尿
佑
の
天
保
改
暦
な
ど

、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

至
時
に
よ
っ
て
示
唆
懲
瓶
さ
れ
た
、
ラ
ラ
ン
デ
天
文
学
の
実
地
応
用
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
（
後
略
）

と
こ
ろ
で
、
足
立
左
内
も
ま
た
高
梱
至
時
の
手
附
下
役
と
し
て
、
寛
政

八
年
に
天
文
方
に
入
り
、
司
天
台
暦
局
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以

前
に
は
、
大
阪
の
地
に
栄
え
た
西
洋
廂
学
の
廊
田
剛
立
の
門
下
生
で
、
同

門
に
は
、
高
柄
至
時
、
閻
阻
心
i

、
坂
正
永
、
谷
以
燕
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
麻

田
派
の
面
々
が
い
た
°
足
立
左
内
の
公
務
上
の
年
滸
は
、

『
天
文
方
代
々

記
』
（
写
本
°
山
路
平
四
郎
教
授
所
蔵
）
に
詳
し
い
。
本
害
の
な
か
か
ら
、

主
な
項
目
だ
け
を
抄
録
し
よ
う
0

〇
天
明
―
―
一
年
二
月
廿
六
日
、
投
父
左
内
依
、
大
坂
御
鉄
抱
奉
行
久
留
勘

右
衛
門
組
之
節
、
番
代
被
――
仰
付
―旨
、
同
人
申
渡
紙
同
心
相
勤
°

O
党
政
八
年
十
一
月
二
日
、
改
暦
御
用
―
―
付
天
文
方
高
橋
作
左
瑚
門
手

附
下
役
於
二
京
都
―
御
用
可
―
―相
勤

—
旨

、

御
老
中
方
御
差
図
之
段

、

大

坂
御
城
代
牧
斯
伽
前
守
殿
被
1

一仰
渡
i

候
旨
、
坂
束
俊
左
蜀
門
申
渡
°

0
文
化
六
年
四
月
廿
六
日
、
肝
学
御
用
―
―
付
江
戸
表
江
出
府
可
レ
仕
旨
、

被
二
仰
渡
f

0
同
十
年
正
月
三
JJ
、
松
前
表
江
罷
越
、

彼
地
―
―
罷
在
候
魯
西
孤
人
江

対
談
、
彼
国
言
語
文
字
桁
古
可
レ

仕
旨
、

堀
田
描
津
守
殿
御
芯
付
ヲ

以
被
――
仰
渡
五
訟
旨
、
裔
橋
作
左
衛
門
申
渡
o

0
同
年
五
月
廿
九
日
、
於
二
松
前

ー在
留
魯
西
亜
人
彼
国
之
辞
内
所
持
致

候
由
、
見
合
―
ー
モ
相
成
候
品
卜
相
聞
、

相
対
ニ
テ
為
二
四
諮
―
相
応
之
返

辿
候
様
、

御
芯
付
ヲ
以
被
二
仰
渡
ー
候
旨
、
松
前
奉
行
服
部
備
後
守
申

渡
候
—
—
付、

右
芯
範
頁
訥

、

帰
府
之
後
差
上
°

0
文
政
七
年
八
月
廿
六
日
、
魯
西
亜
文
字
書
述
仕
差
上
候
°

0
天
保
六
年
八
月
十
八
日
、
魯
西
亜
辞
害
編
輯
仕
差
上
候
o

0
天
保
七
年
十
一

月
十
七
日
、
去
ル
文
化
十
二
乙
亥
年
以
来
天
文
方
手

附
ニ
テ
罷
在
候
節
ョ
リ
天
文
方
澁
川
助
左
蜀
門
申
合
、
同
人
実
父
迫
稿

ヲ
以
編
輯
仕
候
、
新
巧
暦
忠
全
部
四
拾
冊
、

並
同
様
辿
稲
ヲ
以
助
左

衛
門
編
輯
仕
、
私
校
合
仕
候
新
修
五
星
法
鋭
録
全
部
拾
冊、

同
祁
図

説
全
部
六
冊
、
同
芯
表
巻
全
部
拾
冊
差
上
候
°

〇
天
保
十
三
年
八
月
廿
九
日
、
御
進
献
肝
芯
全
部
九
冊
差
上
候
°

〇
弘
化
元
年
二
月
廿
三
日
、
邸
政
暦
害
全
部
三
拾
五
冊
、
同
苫
続
録
全

部
五
冊
差
上
候
°

〇
弘
化
二
年
七

月
廿
三
日
、
病
死
仕
候
o

以
上
が
、
足
立
左
内
の
祖
子
足
立
重
太
郎
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
主
な

事
項
で
あ
る
。
天
明
三
年
以
前
の
こ
と
は
未
詳
で
あ
っ
て
、

『
天
文
方
代

々
記
』
に
は
見
え
な
い
。
本
因
に
よ
る
と
、
左
内
は
多
く
の
暦
害
を
編
集

し
、
著
述
し
た
ほ
か
に
、

ロ
ツ
ア
の
文
献
を
も
訳
述
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
左
内
の
生
涯
に
つ
い
て
研
究
し
た
過
去
の
業
紹
と

い
え
ば
、
お
そ
ら
く
伊
吹
山
一
草
亭
氏
の
「
足
立
左
内
に
就
い
て
」
（
『
月

刊
ロ
シ
ャ
』
第
九
巻
第
二
号

•

昭
和
十
八
年
二
月
号
）、

「
再
び
足
立
左
内

に
就
い
て
」
（
同
上
誌

•

第
九
巻
第
三
号

・

昭
和
十
八
年
―
―
―
月
号
）
が
、

ほ
と
ん
ど
唯
一
の
貴
重
な
報
告
で
あ
ろ
う
o

『
月
刊
ロ
ジ
ャ
』
は
目
下
入
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『
厖
国
国
民
学
校
用
岱
術
入
門
害
』
を
め
ぐ
っ
て

手
困
難
で
あ
る
の
で
、
い
ま
そ
の
一
端
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
て
お
き
た

、0し

足
立
左
内
、
諒
は
信
頭
、
字
は
子
秀
、
裟
隣
と
号
し
た
。
左
内
は
そ

の
通
称
で
あ
る
°
弘
化
二
年
乙
卯
、
江
戸
浅
草
の
肝
局
官
舎
に
於
い

て
、
七
十
有
七
歳
を
以
て
歿
し
た
と
あ
る
か
ら
、
逆
勾
す
る
に
そ
の
生

年
は
明
和
六
年
巳
丑
に
し
て

、
十
代
将
平
家
治
の
時
代
で
あ
り
、
馬
場

佐
十
郎
の
生
誕
に
先
ん
ず
る
こ
と
十
八
年
で
あ
る
°
左
内
の
生
父
は
北

村
琳
簗
と
云
ひ
、
大
阪
に
於
い
て
些
か
名
の
知
れ
た
医
者
で
あ
っ
た
°
幼

に
し
て
遠
縁
の
足
立
伊
右
蜀
門
に
投
は
れ
、
党
に
そ
の
家
を
つ
ぎ
て
足

立
の
姓
を
冒
す
に
至
っ
た
°
旋
父
伊
右
蜀
門
の
身
分
は
、
大
阪
の
同
心

で
あ
っ
た
°
左
内
も
人
と
な
る
に
及
ん
で
平
昧
父
と
ひ
と
し
く
同
心
の
職

に
就
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
づ
現
代
の
警
部
補
に
相
当
す
る
地
位
で
あ

る
。
こ
れ
が
彼
の
官
歴
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
左
内
は
、
幼
少

時
代
よ
り
、
些
か
他
の
児
童
と
異
る
オ
賦
と
嗜
好
を
有
し
て
ゐ
た
°
即

ち
計
数
を
解
す
る
こ
と
頗
る
疾
く
、
ま
た
星
辰
を
仰
い
で
絶
へ
て
倦
む

気
色
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
°
長
ず
る
に
至
っ
て
、
勤
務
の
余
暇
に

罫
術
暦
術
を
独
力
研
究
し
て
怠
ら
な
か
っ
た
o

（
中
略
）
文
政
五
年
壬

年
七
月
、
芝
蘭
ま
こ
と
に
折
れ
易
く
、
佐
十
郎
は
不
惑
に
も
達
せ
ざ
る

若
さ
を
以
て
、
投
草
暦
局
内
に
於
い
て
病
歿
し
た
°
左
内
の
死
に
先
立

つ
こ
と
十
三
年
で
あ
る
°
超
え
て
文
政
七
年
甲
申
に
、
左
内
は

『
魯
西

亜
学
答
』

の
松
を
終
へ

、

官
に
献
じ
た
°
佐
十
郎
の

『
俄
羅
斯
詰
小

成
』
の
刊
行
よ

り
拾
年
後
に
あ
た
つ
て

ゐ
る
。
（
中
略
）

天
保
十
二

年

辛
丑
、
西
細
府
に
再
び
改
暦
の
計
画
起
る
や
、
澁
川
梨
佑
が
そ
の
当
事
者

に
選
任
せ
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
°
こ
の
事
業
に
は
、
左
内
も
頗
る

有
力
な
参
画
者
と
し
て

、
大
い
に
力
を
致
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新

暦
は
天
保
十
三
年
壬
康
十
月
に
成
就
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
世
に
天
保
壬
寅

暦
と
称
せ
ら
る
る
も
の
で
、
そ
の
後
二
十
年
問
紺
続
せ
ら
れ
、
明
治
五

年
の
改
暦
に
至
る
ま
で
、
本
邦
に
於
い
て
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
新
暦
法
に
関
し
、
左
内
は
弧
佑
と
偕
に
『
新
法
暦
忠
』

九
巻

を
著
は
し
、
改
麻
の
基
づ
き
し
学
理
を
記
述
し
た
°
老
齢
の
左
内
は
、

改
暦
事
業
と
、
こ
れ

に
伴
っ
た
著
述
の
た
め
、
甚
し
く
心
身
を
疲
労
せ

し
め
た
°
之
に
加
ふ
る
に
そ
の
長
子
須
太
郎
の
死
去
し
た
こ
と
が
、

一

陪
に
左
内
の
気
力
を
衰
へ
し
め
、
そ
の
後
と
か
く
健
康
す
ぐ
れ
ず
病
床

に
伏
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
党
に
弘
化
二
年
乙
巳
七
月
一
日
、
暦
局
官

舎
に
於
い
て
老
病
の
た
め
そ
の
長
き
一
生
を
終
っ
た
。
辿
骸
は
下
谷
宗

延
寺
の
埜
域
に
葬
む
ら
れ
た
°
左
内
の
著
芯
と
し
て
世
に
知
ら
る
る
も

の
は
、
『
魯
西
亜
学
笙
』
『
新
法
暦
害
』

『
渡
海
新
編
』
な
ぞ
で
あ
ら
う
0

彼
の
手
に
な
っ
た
著
述
は
概
ね
稀
限
芯
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
o

上
述
の
よ
う
に
、
足
立
左
内
の
生
涯
は
す
ぐ
れ
た
科
学
者
と
し
て
は
ま

こ
と
に
地
味
な
営
々
た
る
生
涯
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
ロ
ジ
ア

ア
カ
デ
ー
、
‘
、
ク

の
算
術
害
を
解
読
し
た
最
初
の
日
本
人
「
学
士
会
員
足
立
左
内
」
の
名

は
、
，
コ
ロ
ヴ
ニ
ソ
に
よ
っ
て
永
久
に
記
録
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
紙
蹟
も

ま
た
早
稲
田
大
学
図
害
館
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
設

後
に
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
も
ま
た
、
単
な
る
而
軍
将
校
で
は
な
く
、
伝
記
作
者

の
グ
レ

ッ
チ
(f-I
H
K
O
J
I
8
I
I
v
i
B
a
H
O
B
I
 
ÌLl
「
p
e
4
)
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、

ロ
ツ
ア
学
士
院
通
信
会
員
で
あ
り
、
文
学

・
科
学
・
美
術
愛
好
者
自
由
協
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会
員
で
あ
り
、
ハ
リ

コ
フ
大
学
の
名
営
戦
員
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
府

喰
口
自
体
に
は
、
も
と
よ
り
さ
し
た
る
興
味
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ

ソ
が
見
識
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
に
た
い
す
る
認
識

に
お
い
て
、
彼
の
視
野
が
決
し
て
狭
溢
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ

て
し
て
も
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
そ
の
一
端
を
、

「
日
本
国
お
よ
び
日
本
人
論
」

(
3
a
M
e
0
r
a
m
r
n

o
 H
n
O
H
C
K
O
M
 r
o
c
y
 }la ,
 

p
c
T
B
e
 11 
t
t
a
p
o
}
l
e
.)

か
ら
引
用
し
て
小
稿
の
附
録
と
し
よ
う
。

日
本
の
国
民
教
育
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一

国
民
全
体
を
他
の
国
民
と

比
較
す
る
と
、
日
本
人
は
天
下
を
通
じ
て
も
っ
と
も
教
育
の
進
ん
だ
国

民
で
あ
る
0

日
本
に
は
読
み
苫
き
の

で
き
な
い
人
問
や
、
祖
国
の

法
律

を
知
ら
な
い
人
間
は
一
人
も
い
な
い
。
（
中
略
）
な
る
ほ
ど
わ
が
国
で

は
科
学
や
芸
術
を
心
得
て
い
る
者
は
さ
ら
に
多
い
°
わ
が
国
に
は
、
空

か
ら
品
を
手
づ
か
み
に
し
て
く
る
ほ
ど
の
人
物
も
い
る
が

、
日
本
に
は

そ
ん
な
人
は
い
な
い
で
は
な
い
か
！

•

と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が

、
わ

が
国
で
は
こ
う
し
た
天
文
学
者
一
人
に
つ
い
て

、
三
つ
の
数
も
よ
み
こ

な
せ
な
い
人
間
が
千
人
も
い
る
の
だ
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
は
、
偽
大

な
数
学
者
、
天
文
学
者
、
化
学
者
、
医
学
者
な
ど
が
い
る
が

、
日
本
は

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ほ
ど
の
学
者
は
も
っ
て
い
な
い
°
も
っ
と
も
、
日
本
人

も
科
学
を
知
っ
て
は
い
る
。
こ
の
こ
と
は
私
の
幽
囚
記
の
な
か
で
つ
い

で
に
の
べ
て
お
い
た
°
し
か
し
、
国
民
を
形
成
し
て
い
る
の
は
こ
れ
ら

の
学
者
で
は
な
い
0

従
っ
て

、
国
民
全
体
を
と
る
な
ら
ば
、
日
本
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
下
府
階
級
よ
り
も
諸
事
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
理
解
を
も

っ
て
い
る
。
（
中
略
）
も
し
も
、
こ

の
人
口
多
く
、
聡
明
鋭
敏
で

、
模

倣
力
が
あ
り
、
忍
耐
強
く
、
勤
労
意
欲
に
詔
み
、
な
ん
で
も
や
り
こ
な

す
国
民
の
上
に
、
わ
が
国
の
ビ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
ほ
ど
の
王
者
が
君
臨
し

た
な
ら
ば

、
日
本
の
胎
内
に
か
く
さ
れ
て
い
る
余
力
と
腐
源
を
も
っ

て
、
そ
の
王
者
は
多
年
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
日
本
を
全
東
洋
に
君
臨

す
る
国
家
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

（
中
略
）
や
が
て
は
、
お
そ
ら

く
西
洋
式
な
国
防
政
策
の
成
功
に
よ
っ
て

、
人
類
の
絶
滅
に
役
立
つ
他

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
文
明
的
方
法
を
も
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

つ
い

に
は
わ
が
国
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
天
オ
で
な
く
て
も
、
俯
勢
の
推
移

に
伴
っ
て

、
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
発
明
が

、
日
本
で
も
適
用
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
0

ま
た

、

教

師

た

ち

は

、
日
本
側
の
態
度
ひ
と
つ

で、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
参
集
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
°
従
っ
て
、
こ
の
公
正

で
実
直
な
国
民
を
か
ら
か
う
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
私
は

お
も
う
0

万
一
に
も
な
ん
ら
か
の
必
然
的
理
由
に
よ
っ
て
、
別
個
の
行

動
に
出
る
必
要
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し

、
全
力

を
あ
げ
て
決
然
と
善
処
す
べ
き
で
あ
る
。
私
は
、
日
本
人
と
中
国
人
が

、

わ
れ
わ
れ
の
存
命
中
に
西
洋
の
制
度
を
採
用
し
て
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
に

と
っ
て
危
険
な
国
民
に
な
り
う
る
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が

、
そ
れ
は
可

能
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
か
れ
早
か
れ
お
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
0

(
3
a
m
,
c
K
H
 
B
a
r
n
m
r
n
 
Mttxai'iJI 0
 Bll'rn 
f
O
J
I
O
B
H
H
H
a
 
B
 
n
J
i
e
H
y
 

y
 HilOHI.J.eB 
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 1
8
1
1
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 1

8
1
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 1
8
1
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 r
o
,
l
(
a
x
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M
e
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a
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H

百
0

H
i
l
O
H
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K
O
M
 
r
o
c
y
,
l
l
a
p
c
T
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e
 
H
 H
a
p
O
)
l
e
.
 

C
n
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., 
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n
.
 H
.
 

f
p
e
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T
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.
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『
m路
国
国
民
学
校
用
罫
術
入
門
忠
』
を
め
ぐ
っ
て

以
上
詳
述
し
た
よ
う
に
、
標
記
の
文
献
は
、

一
、
伊
勢
憐
民
、
と
く
に
光
太
夫
の
平
娯
を
実
証
す
る
文
化
辿
産
°

二
、
ニ
カ
テ
リ
ナ
女
帝
の
ロ
ツ
ア
学
制
改
革
記
念
の
算
術
教
科
書
°

三
、
足
立
左
内
と
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
と
の
交
渉
を
傍
証
す
る
わ
が
国
最
初
の

ロ
ツ
ア
算
術
書
°

〔
前
号
訂
正
〕

謬
二
葉
亭
四
迷
旧
蔵
露
文
献
目
録
並
解
題

本
誌
第
二
号
（
昭
和
一
＿
＿
十
五
年
十
二
月
刊
）
所
収
の
楳
記
小
稲
に

つ
い
て
訂
正
す
べ
き
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
余
白
を
借
り
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
筆
者
は
、
本
館
所
蔵
の
二
策
亭
旧
蔵
磁
文
献
の
各

冊
表
紙
に
棟
記
さ
れ
て
い
る
邦
訳

(
m烹
沢
2
)

を
、
二
業
亭
の
自
筆
と

し
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
稲
垣
達
郎
博
士
の
御
邸
教
に
よ
り
、
二
菜

亨
の
筆
蹟
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

一
、
従
来
の
初
期
か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
節
蹟
に
、
右
の
磁
害
と

相
応
す
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
°
強
い
て
い
え
ば
、
初
期
の
も

の
の
う
ち
に
、
部
分
的
に
ほ
ん
の
少
し
通
う
と
こ
ろ
が
な
く
は

な
い
が
、
各
冊
の
ハ
リ
紙
は
、
初
期
の
も
の
で
あ
る
筈
は
な
い
。

二
、
一

―
―
五
頁

（
小
稿
）
下
段
の
『
旅
順
包
囲
ノ
若
士
官
ノ
戦
争

及
捕
崩
ノ
観
想
』
の
本
に
は
、
二
菜
亭
の
帰
国
に
際
し
て
、
在

む

す

び

〔正誤表〕

118 118 114 m B 
：：：： 

下上上下芭

（行

Fl)

右
よ
り

10
行
目

左
よ
り

4
行
目

左
よ
り

3
行
目

左
よ
り

8
行
目

（誤）

5
5
7
 C
T
p
.
 

2
2
1
 

CTp
.
 

1
0五
頁

二
五
二
頁

（正）

5
77
 C'r
p
.
 

211 
CTp
.
 

一
八
五
頁

-
＝
二
五
頁

と
し
て
、
洋
学
史
上
に
高
く
評
価
す
る
に
足
る
逸
品
で
あ
る
。
永
ら
く
諸

家
の
筏
底
に
秘
さ
れ
て
い
た
本
書
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
進
め
れ
ば
さ
ら

に
多
く
の
事
実
が
顕
出
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
は
な
お
幾
多
先

学
の
ご
指
函
を
仰
ぐ
ほ
か
は
な
い
。
筆
者
は
、
足
掛
け
三
年
間
、
折
に
ふ
れ

て
本
書
と
取
り
組
み
い
た
ず
ら
に
閑
日
月
を
弄
す
る
と
の
誹
謗
を
党
悟
で

小
諭
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
一
冊
の
古
害
で
あ
ろ
う

と
、
そ
の
周
辺
に
息
づ
く
歴
史
の
流
れ
を
お
も
う
と
き
、
ひ
と
し
く
温
故

知
新
の
よ
ろ
こ
び
を
禁
じ
え
な
い
の
で
あ
る
o

（
一
九
六
―

・
J
O
・
J
O
l

留
邦
人
（
知
人
）
が
記
念
に
贈
呈
し
た
献
辞
が
扉
に
杏
い
て
あ

る
。
当
時
重
患
者
だ
っ
た
二
葉
亭
が
、
こ
の
本
に
ま
で
標
題
の

ハ
リ
紙
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

-＝-
、
お
そ
ら
く
は
、
逍
並
拇
士
が
図
芯
館
へ
寄
托
す
る
に
つ
け
て

あ
る
い
は
、
旧
蔵
芯
を
賂
理
し
た
と
き
に
、m
路
文
の
読
め
る
人
に

ハ
リ
紙
を
さ
せ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
0

ハ
リ
紙
箪
者
不
明

と
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
点
、
筆
者
の
思
い
違
い
の
た
め
、
大
方
に

御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
る
次
第
で
す
。
な

お
若
干
誤
植
も
あ
り
、
左
記
の
通
り
あ
わ
せ
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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